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平成25年度甲賀市予算
「理想郷・甲賀」の実現へ～生涯を通じて生活に幸せを「生活感幸」予算
庁舎整備の基本的な考え方について
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「
理
想
郷
・
甲
賀
」の
実
現
へ
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平
成
25
年
度
の
予
算
が
市
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
4
つ
の
基
本
方
針
の
も
と
、
総
合
計
画
を
基
本
と
し
、
市
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
市
の
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
福
祉
・
教
育
の
施
策
に
力
点
を
置
い
て
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
や
重
点
的
に
行
う
事
業
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

3

「
理
想
郷
・
甲
賀
」の
実
現
へ

「
理
想
郷
・
甲
賀
」の
実
現
へ

｜ 

生
涯
を
通
じ
て
生
活
に
幸
せ
を「
生
活
感
幸
」予
算 

｜

平成25年度

甲賀市
予算

　

甲
賀
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
、

地
形
的
あ
る
い
は
道
路
交
通
環
境
の
優
位

性
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
を
促
進
し
税
収

の
確
保
に
努
め
る
と
共
に
、
徹
底
し
た
行

財
政
改
革
に
よ
り
、
事
務
事
業
の
経
費
削

減
や
普
通
建
設
事
業
の
徹
底
し
た
進
捗
管

理
を
行
い
つ
つ
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の

黒
字
化
を
継
続
す
る
な
ど
、
着
実
に
財
政

健
全
化
を
図
って
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
２３
年
度
末
に
は
、
市

債
残
高
は
ピ
ー
ク
時
の
平
成
１８
年
度
か
ら
約

８３
億
円
を
減
少
さ
せ
、
財
政
調
整
基
金
に

つ
い
て
は
２７
億
７
千
万
円
に
ま
で
積
み
増
し

し
た
ほ
か
、
実
質
公
債
費
比
率
は
１４
・
８
％
、

経
常
収
支
比
率
は
８３
・
５
％
と
大
幅
な
改

善
を
み
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
格
的
な
景
気
回
復
基
調
が
表
れ
た
と

し
て
も
、
こ
の
姿
勢
は
堅
守
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
財
政
基
盤
の

強
化
に
主
眼
を
置
き
、「
生
活
感
幸
」、
即

ち
市
民
に
生
涯
を
通
じ
て
生
活
に
幸
せ
を

感
じ
て
も
ら
え
る
予
算
と
し
て
編
成
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。
働
き
た
く
て
も
働
け

な
い
方
た
ち
に
対
し
、
学
童
保
育
や
一
時
預

か
り
な
ど
の
子
育
て
支
援
や
介
護
支
援
な

ど
の
福
祉
施
策
を
充
実
し
な
が
ら
、
働
く

機
会
への
橋
渡
し
に
努
め
、
市
民
生
活
の
安

心
安
全
を
最
優
先
さ
せ
な
が
ら
、「
理
想

郷
・
甲
賀
」の
実
現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
４
つ
の
テ
ー
マ
を
設
け
、
重

点
的
に
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
つ
目
の『
元
気
と
安
心
、
み
ん
な
で
守
る

甲
賀
の
暮
ら
し
』は
、
万
一の
大
規
模
災
害

時
に
備
え
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
絆
づ
く
り
を

推
進
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、超
高
齢
化
・

少
子
化
の
時
代
を
迎
え
る
な
か
で
、
高
齢

者
や
障
害
者
等
の
自
立
や
介
護
を
支
え
て

い
く
と
と
も
に
、
健
康
づ
く
り
の
充
実
を

図
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

二
つ
目
の「
学
び
と
育
ち
、
き
ず
な
が
育

む
甲
賀
の
未
来
」で
は
、
教
育
環
境
の
整

備
や
子
育
て
支
援
は
じ
め
、
地
域
と
学
校

と
の
連
携
に
よ
り
地
域
学
を
取
り
入
れ
る

な
ど
、「
子
ど
も
応
援
団
」と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

三
つ
目
の「
創
造
と
交
流
、
進
化
が
生
み

出
す
甲
賀
の
活
力
」で
は
、
雇
用
機
会
の

拡
大
、
産
業
の
振
興
、
交
流
に
よ
る
賑
わ

い
に
よ
り
地
域
経
済
に
力
を
与
え
て
ま
い
り

ま
す
。

　

四
つ
目
の「
魅
力
の
伝
承
、
誇
り
を
伝
え

る
甲
賀
の
宝
」で
は
、
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の

住
民
に
よ
り
守
り
伝
え
ら
れ
た
歴
史
や
風

土
な
ど
資
源
の
保
存
と
文
化
力
の
向
上
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

施
政
方
針〈
要
旨
〉

甲
賀
市
予
算
編
成
方
針

施
政
方
針〈
要
旨
〉

甲
賀
市
予
算
編
成
方
針

甲賀市長
中嶋 武嗣

　
　
総
合
計
画
に
掲
げ
る
将
来
像「
人
　

自
然
　
輝
き
つ
づ
け
る
　
あ
い
甲
賀
」

の
実
現
の
た
め
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
経
済

情
勢
等
を
踏
ま
え
、
安
全
・
安
心
な
暮

ら
し
を
目
指
し
て
4
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
施
策
を
重
点
事
業
と
し
て
位
置
付
け
、

重
点
的
か
つ
戦
略
的
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　　　
　
東
日
本
大
震
災
等
の
経
験
を
踏
ま
え
、

将
来
を
見
据
え
た
防
災
・
減
災
対
策
、

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
よ
り
一
層
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

1.「
第
2
次
甲
賀
市
行
政
改
革
大
綱
」の

改
革
の
視
点
に
基
づ
く
行
財
政
改
革
を

着
実
に
実
行
し
ま
す
。

●
総
合
計
画
の
実
現
を
目
指
し
た

　
重
点
的・戦
略
的
な
財
源
配
分

●
東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
た

　
防
災・減
災
対
策
等
の
強
化 

●
財
政
健
全
化
に
む
け
た

　
着
実
な
取
り
組
み

①
元
気
と
安
心
、

み
ん
な
で
守
る
甲
賀
の
暮
ら
し

②
学
び
と
育
ち
、

き
ず
な
が
育
む
甲
賀
の
未
来

③
創
造
と
交
流
、

進
化
が
生
み
だ
す
甲
賀
の
活
力

④
魅
力
の
伝
承
、

誇
り
を
伝
え
る
甲
賀
の
宝

一般会計 〈市の基本となる会計〉

依存財源
171億3,589万円
（50.1％）

自主財源
170億6,411万円
（49.9％）

その他の経費
161億7,053万円
（47.3％）

投資的経費
30億2,331万円
（8.8％）

義務的経費
150億616万円
（43.9％）

平成25年度当初予算
■一般会計 342億円
　（対前年度　△5億円　△1.4％）

■特別会計 201億8,541万円
　（対前年度 ＋7億8,530万円　＋4.0％）

■企業会計 54億5,099万円
　（対前年度 △3億2,507万円　△5.6％）

自主財源…市が自主的に収入することが
　　　　　できるもの
依存財源…国や県の意思決定に基づき
　　　　　収入されるもの

義務的経費…市の歳出のうち、その支出が
　　　　　　任意で削減できない経費
投資的経費…道路・公園・学校の建物など
　　　　　　社会資本の整備に要する経費

市債
29億3,870万円

8.6%

国庫支出金
安全対策特別交付金

30億5,368万円
8.9%

県支出金
23億1,251万円

6.8%
県税交付金  13億6,600万円

4.0%
地方譲与税  3億5,500万円

1.0%
地方特例交付金  6,000万円

0.2% 財産収入・寄附金  1億3,578万円  0.4%

繰越金  1億5,000万円  0.4%

諸収入  9億9,931万円  3.0%

分担金・負担金・使用料・手数料
10億5,679万円  3.1％

繰入金  13億922万円  3.8%

  消防費
16億2,230万円

4.7%

農林水産業費
14億3,854万円  4.2%

商工費
3億7,552万円

1.1%

議会費  2億9,097万円  0.9%
労働費  2億3,463万円  0.7%

災害復旧費・予備費  1億円  0.3%

維持補修費
3億2,755万円

1.0%

貸付金  1億8,400万円  0.5% 投資及び出資金  7,484万円  0.2%
積立金  2,223万円  0.1%

予備費  1億円  0.3%

人件費
64億1,613万円

18.8%

扶助費
46億5,358万円

13.6%

公債費
39億3,645万円

11.5%

普通建設事業費
30億2,331万円

8.8%

物件費
62億5,503万円

18.3%

補助費等
46億9,865万円

13.7%

繰出金
45億823万円

13.2%

歳　出
〈性質別〉
342億円

（H24／ 347億円）

民生費
104億5,464万円

30.6%

総務費
49億4,728万円

14.5%
公債費

39億3,645万円
11.5%

教育費
38億6,109万円

11.2%

衛生費
37億3,536万円

10.9%

土木費
32億322万円

9.4% 歳　出
〈目的別〉
342億円

（H24／ 347億円）

歳　入
342億円

（H24／ 347億円）

地方交付税
70億5,000万円

20.6%

市税
134億1,301万円

39.2%



●
合
併
特
例
期
間
を
見
据
え
た

　
計
画
的
な
取
り
組
み

●
そ
の
他
の
取
り
組
み

高
齢
者・障
が
い
者
等
の
自
立
や

介
護
へ
の
支
援

生
涯
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
の
充
実

安
全・安
心
を
守
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

ai koka 2013.4.15 4ai koka 2013.4.155

2.「
税
・
料
金
等
収
納
向
上
対
策
強
化
三

箇
年
計
画
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
25
プ
ラ
ン
」に

基
づ
く
市
税
や
各
種
料
金
の
滞
納
解
消

策
の
実
行
と
未
利
用
地
の
売
却
・
有
効

活
用
な
ど
に
よ
り
財
源
を
確
保
し
ま
す
。

3.
将
来
世
代
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

基
礎
的
財
政
収
支（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス（
※
1
））の
黒
字
化
を
継
続
し

ま
す
。

○
将
来
世
代
へ
負
担
を
先
送
り
せ
ず
、
財
政

の
中
長
期
的
な
持
続
可
能
性
を
保
つ
た
め

市
債
の
新
規
発
行
を
抑
制
し
ま
す
。

市
債
の
元
利
償
還
額39

億
3,
3
6
5
万
円

市
債
の
新
規
発
行
額29

億
3,
8
7
0
万
円

（
う
ち
臨
時
財
政
対
策
債（
※
2
））

15
億
2,
0
0
0
万
円

○
市
債
残
高
の
推
移

平
成
18
年
度
末
・
・
・
約
4
3
9
億
円

平
成
25
年
度
末
・
・
・
約
3
6
5
億
円

（
約
74
億
円
の
減
）

※
1 

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
…
市
債
以
外
の
歳
入
で
、
市
債
の

元
利
償
還
金
を
除
い
た
歳
出
を
ま
か
な
え
る
か
ど
う
か
を
示
す
基

礎
的
財
政
収
支
の
こ
と
で
、
こ
れ
が
プ
ラ
ス
で
あ
れ
ば
財
政
の
中

長
期
的
な
持
続
可
能
性
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
2 

臨
時
財
政
対
策
債
…
本
来
、
地
方
交
付
税
と
し
て
交
付
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
す
が
、
地
方
交
付
税
の
財
源
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
か
ら
地
方
が
国
に
代
わ
っ
て
借
金
し
て
い
る
も
の
で
す
。
後
年

度
の
元
利
償
還
金
は
、
全
額
が
地
方
交
付
税
で
カ
バ
ー
さ
れ
ま
す
。

　
　
昨
年
の
法
改
正
に
よ
り
発
行
期
限
が

5
年
間
延
長
さ
れ
、
平
成
31
年
度
ま
で

発
行
可
能
に
な
っ
た「
合
併
特
例
債
」と
、

「
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
」

（
※
3
）が
適
用
さ
れ
る
合
併
特
例
期
間

の
終
了
後
も
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に

む
け
て
、
そ
の
期
限
を
見
据
え
、
計
画

的
に
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

※
3 

普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
…
合
併
後
で
も
、
合
併
が
な
か
っ

た
も
の
と
仮
定
し
、
合
併
前
の
旧
町
ご
と
に
算
定
し
た
普
通
交
付

税
の
合
算
額
が
保
障
さ
れ
、
合
併
に
よ
る
普
通
交
付
税
の
不
利
益

を
被
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
さ
れ
た
制
度
で
す
。
甲
賀
市
で
は
平
成

26
年
度
ま
で
続
き
、
平
成
27
年
度
か
ら
5
年
間
で
段
階
的
に
削
減

さ
れ
ま
す
。

①「
協
働
事
業
」の
推
進

　
　
市
民
協
働
事
業
提
案
制
度
に
よ
っ
て

特別会計・公営企業会計 〈特定の事業を行うための会計〉
予算額

25年度 24年度 前年度比較

国民健康保険

特
別
会
計

企
業
会
計

87億1,000万円 83億6,800万円 ＋3億4,200万円

後期高齢者医療 16億4,200万円 16億2,300万円 ＋1,900万円

介護保険 53億7,200万円 51億6,100万円 ＋2億1,100万円

公共下水道事業 33億9,100万円 30億5,500万円 ＋3億3,600万円

農業集落排水事業 8億6,700万円 8億8,200万円 △1,500万円

土地取得事業 339万円 352万円 △13万円

野洲川基幹水利施設管理事業 2,002万円 2,042万円 △40万円

鉄道経営安定対策基金 0万円 2,077万円 皆減

鉄道施設整備基金 0万円 740万円 皆減

浄化槽管理事業 1億8,000万円 2億5,900万円 △7,900万円

小計 201億8,541万円 194億 11万円 ＋7億8,530万円

病院事業 9億1,608万円 9億3,057万円 △1,449万円

水道事業 39億9,673万円 42億9,265万円 △2億9,592万円

診療所事業 2億2,118万円 2億2,129万円 △11万円

介護老人保健施設事業 3億1,700万円 3億3,155万円 △1,455万円

小計 54億5,099万円 57億7,606万円 △3億2,507万円

合　計 256億3,640万円 251億7,617万円 ＋4億6,023万円

●拡 

自
主
防
災
組
織
支
援
事
業

5
8
6
万
円

　
　
防
災
力
の
強
化
を
図
る
た
め
、
自
主

防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
や
活
動
に
必
要

と
な
る
機
材
の
購
入
経
費
等
に
補
助
を

行
い
ま
す
。

採
択
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
優
先
的

に
予
算
化
し
て
推
進
し
ま
す
。

②「
ゼ
ロ
予
算
事
業
」の
推
進  

　
　
特
別
な
予
算
措
置
を
す
る
こ
と
な
く
、

職
員
一
人
ひ
と
り
の
積
極
的
な
創
意
工

夫
の
も
と
で
、
技
術
・
知
識
、
資
産
、
情

報
の
最
大
限
の
活
用
や
市
民
と
の
協

働
・
連
携
に
よ
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
推
進
し

ま
す
。

※企業会計の予算額は、「収益的支出」と「資本的支出」の合算したものです。

平成25年度に行う主な事業を
4つの重点テーマに沿ってご紹介します。

安
全・安
心
を
守
る
絆
づ
く
り

元
気
と
安
心
、
み
ん
な
で
守
る

甲
賀
の
暮
ら
し

テーマ①

子
育
て
の
支
援
や

体
制
の
整
備
と
保
育
の
充
実

学
び
と
育
ち
、

き
ず
な
が
育
む
甲
賀
の
未
来

テーマ②

●拡 

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

5
5
0
万
円

●
水
口
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

2
億
8,
8
3
8
万
円

　
　
水
口
北
部
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

拠
点
や
災
害
時
の
広
域
避
難
施
設
と
し

て
整
備
を
行
い
ま
す
。

○新 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
甲
賀
病
院

　
ル
ー
ト
運
行
事
業
　
　
　
7
0
0
万
円

　
　
新
甲
賀
病
院
へ
の
公
共
交
通
機
関
の

ア
ク
セ
ス
と
し
て
、
専
用
便
の
運
行
と

各
路
線
の
延
伸
を
行
い
、
利
便
性
を
確

保
し
ま
す
。

●拡 

地
域
情
報
化
推
進
事
業 

6
億
8,
0
3
5
万
円

　
　
緊
急
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
音
声
放

送
端
末
機
を
全
戸
対
象
に
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
テ
レ
ビ
共
同
受
信
組
合

へ
の一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。

●拡 

市
庁
舎
整
備
事
業
　 

6,
0
3
7
万
円

　
　
防
災
拠
点
と
し
て
の
庁
舎
、
市
民
に

開
か
れ
た
、
だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い

庁
舎
、
人
に
も
環
境
に
も
や
さ
し
い
庁

舎
と
し
て
整
備
を
進
め
ま
す
。

○新 

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
事
業

4,
8
3
1
万
円

　
　
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
資
機
材
を
常

備
し
、
巡
回
・
点
検
と
安
全
措
置
、
応

急
補
修
を
一
括
対
応
す
る
こ
と
で
道
路

パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
と
道
路
管
理
の
迅

速
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
。
応
急
補
修

を
繰
り
返
し
て
い
る
箇
所
の
道
路
改
修

を
行
い
ま
す
。

●拡 

市
営
住
宅
寺
庄
団
地
建
替
事
業

     

1
億
4,
0
0
0
万
円

●拡 

小
中
学
校
耐
震
補
強
・
大
規
模
改
造
事
業      

7
4
0
万
円

　
　
耐
震
基
準
に
満
た
な
い
施
設
の
耐
震

補
強
や
老
朽
化
し
た
施
設
の
大
規
模
改

造
を
行
う
た
め
、
多
羅
尾
小
学
校
と
土

山
中
学
校
の
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

○新 

保
育
園
耐
震
化
推
進
事
業

       

1,
7
5
0
万
円

　
　
耐
震
強
度
不
足
の
保
育
園
に
つ
い
て
、

計
画
的
に
耐
震
診
断
調
査
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
耐
震
補
強
が
必
要
と
判
定

さ
れ
た
岩
上
、甲
南
南
保
育
園
に
つ
い
て
、

耐
震
補
強
工
事
を
行
い
ま
す
。

●拡 

社
会
体
育
施
設
等
耐
震
化
事
業

       

6,
1
0
0
万
円

　
　
甲
賀
中
央
公
園
体
育
館
の
耐
震
補

強
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
甲
賀
、
信
楽
体
育
館

の
耐
震
補
強
の
た
め
の
設
計
を
行
い
、

併
せ
て
甲
賀
体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事

を
行
い
ま
す
。

●拡 

行
政
関
連
業
務
施
設
用
地
整
備
事
業        

1
0
0
万
円

●
防
災
備
蓄
倉
庫
等
整
備
事
業

       

2,
2
8
0
万
円

●
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
A
E
D
）

　
設
置
事
業
　
　
　
　
　
　
1
8
3
万
円

●
安
全
・
安
心
な
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
　
　      

60
万
円

●
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
推
進
事
業

　
　
　    

1,
7
0
0
万
円

○新 

障
が
い
者
医
療
費
助
成
事
業

       

1,
4
0
0
万
円

　
　
現
在
行
っ
て
い
る
身
体
障
害
者
手
帳

1
・
2
級
を
所
持
す
る
方
へ
の
医
療
費

助
成
に
加
え
、
所
得
制
限
内
の
3
級
を

所
持
す
る
方
に
対
し
、
医
療
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

○新 

障
が
い
児
放
課
後
等
児
童
ク
ラ
ブ
設
置
事
業     

5
7
0
万
円

　
　
旧
貴
生
川
児
童
ク
ラ
ブ
を
改
修
し
、

障
が
い
を
持
つ
児
童
・
生
徒
に
対
し
、

放
課
後
や
長
期
休
暇
時
の
預
か
り
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

●拡 

福
祉
車
両
運
賃
助
成
事
業 

5
5
3
万
円

●拡 

日
常
生
活
用
具
給
付
費
事
業

         

1
0
0
万
円

●拡 「
こ
う
か
盛
人
の
つ
ど
い
」事
業
　
　
　

　
　
　         

95
万
円

●拡 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
施
設
整
備
事
業      

8,
2
4
7
万
円

　
　
施
設
の
老
朽
化
と
待
機
児
童
の
解
消

を
図
る
た
め
、
水
口
・
綾
野
児
童
ク
ラ

ブ
の
施
設
整
備
を
行
い
ま
す
。                                  

○新 

不
育
症
治
療
費
助
成
事
業  

　
60
万
円

　
　
不
育
症
と
診
断
さ
れ
検
査
や
治
療
を

受
け
た
夫
婦
に
対
し
、
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
治
療
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

●拡 

小
中
学
生
通
院
医
療
費
助
成
8
4
0
万
円

　
　
必
要
な
と
き
に
必
要
な
医
療
が
受
け

ら
れ
、
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き

る
よ
う
小
中
学
生
に
対
す
る
通
院
医
療

費
助
成
を
、
現
在
行
っ
て
い
る
市
民
税

非
課
税
世
帯
か
ら
市
民
税
の
均
等
割
の

み
が
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯
に
ま
で
拡

大
し
ま
す
。

●拡 

一
時
預
か
り
保
育
事
業 

1,
1
7
5
円

市の主な事業 ○新 新規事業　●拡 拡充事業
各事業の詳しい内容は、市のホームページや、水
口庁舎・土山・甲賀大原・甲南第一・信楽地域市
民センターの「情報コーナー」でご覧いただけます。市の主な事業市の主な事業

▲甲賀病院ルートを運行するコミュニティバス

▲巡回・点検と簡易補修を行う道路パトロール

せ
い
　 

じ
ん



経
験
や
体
験
を
通
し
た

子
ど
も
の
育
成

教
育
環
境
の
整
備

地
域
産
業
の
維
持
活
性
化

人
や
モ
ノ
の
交
流
促
進

地
域
資
源
の
創
造
と
維
持
活
用

自
然
環
境
の
保
全
と
共
生

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
支
援

ai koka 2013.4.15 6ai koka 2013.4.157

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
支
援

魅
力
の
伝
承
、

誇
り
を
伝
え
る
甲
賀
の
宝

テーマ④

特
別
会
計
・
企
業
会
計
で

実
施
す
る
事
業

雇
用
の
維
持
と
創
出

創
造
と
交
流
、

進
化
が
生
み
だ
す
甲
賀
の
活
力

テーマ③

○新 

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
事
業

       

4,
0
9
9
万
円

　
　
生
き
る
力
を
培
う
基
礎
と
な
る
読
書

習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
図
書
館
や

学
校
が
連
携
し
読
書
環
境
を
整
え
ま
す
。

●拡 

広
島
平
和
記
念
事
業  

　
1
0
5
万
円

○新 

信
楽
・
水
口
統
合
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

新
設
事
業  

　
　
4
億
3,
0
0
0
万
円

　
　
信
楽
と
水
口
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

を
統
合
し
た
新
た
な
給
食
セ
ン
タ
ー
整

備
の
た
め
の
用
地
取
得
を
行
い
ま
す
。

○新 

学
び
の
支
援
事
業  

　
　
7
7
9
万
円

　
　
専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
持
つ
地
域

の
方
や
退
職
教
職
員
等
の
力
を
活
か
し
、

小
学
校
に
お
け
る
授
業
中
の
学
習
支
援

や
土
曜
日
・
夏
休
み
等
の
補
充
学
習
支

援
等
を
行
い
ま
す
。

●拡 

い
じ
め
を
な
く
す
集
団
づ
く
り
事
業        

1
3
2
万
円

●拡 

保
育
園
・
幼
稚
園
エ
ア
コ
ン
設
置
事
業       

8
0
0
万
円

○新 

甲
賀
J
O
B
フ
ェ
ア（
甲
賀
地
域
合
同

就
職
面
接
会
）　   

　
　 

　
　
80
万
円

　
　
若
者
を
対
象
と
し
た
合
同
就
職
面

接
会
を
開
催
し
、
地
元
企
業
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
図
り
、
正
規
雇
用
に
つ
な
げ

ま
す
。

○新 （
仮
称
）甲
賀
北
地
区
土
地
利
用
調
査

検
討
業
務  

　
　
　      

8
0
0
万
円

　
　
甲
賀
土
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺

に
お
い
て
、
土
地
利
用
の
あ
り
方
を
調

査
・
検
討
し
、
工
業
団
地
整
備
構
想
を

作
成
し
ま
す
。

●
甲
賀
市
緊
急
経
済
対
策
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
促
進
事
業
補
助
　  

5,
3
0
0
万
円

○新 

信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭
2
0
1
3
事
業
補
助     

9
2
9
万
円

　
　
今
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
第
2
回

「
信
楽
ま
ち
な
か
芸
術
祭
」の
実
行
委
員

会
に
対
し
て
、
事
業
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

●拡 

甲
賀
の
め
ぐ
み
推
進
事
業

       

3,
8
8
4
万
円

　
　
学
校
給
食
に
甲
賀
市
産
の
米
や
米
粉

パ
ン
、
リ
ー
フ
茶
を
提
供
し
、
消
費
拡

大
と
地
産
地
消
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

水
田
に
お
い
て
出
荷
用
野
菜
の
面
積
を

拡
大
す
る
農
家
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

●拡 

鳥
獣
害
対
策
事
業 

1
億
4,
3
5
6
万
円

　
　
増
加
を
続
け
る
野
生
獣
に
よ
る
被
害

に
対
し
、
本
年
度
か
ら
3
か
年
を
重
点

期
間
と
し
て
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

●
甲
賀
ブ
ラ
ン
ド
の
創
設
・
発
信
事
業        

7
0
0
万
円

　
　「
甲
賀
ブ
ラ
ン
ド
」と
な
る
新
た
な
商

品
の
開
発
と
認
定
を
行
い
、
観
光
か
ら

の
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

●
商
工
業
活
性
化
支
援
事
業（
甲
賀
市
地
域

特
産
品
開
発
事
業
補
助
）  

3
0
0
万
円

●
地
域
情
報
基
盤
推
進
事
業（
地
域
商
業

活
性
化
共
同
事
業
補
助
） 

1
0
0
万
円

●拡 

都
市
農
村
交
流
事
業  

2,
8
3
3
万
円

　
　
都
市
住
民
を
対
象
と
し
た
体
験
交
流

滞
在
施
設（
か
も
し
か
荘
）の
整
備
・
活

用
を
進
め
る
と
と
も
に
、
短
期
滞
在
型

交
流
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
と
受
入

体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

●拡 

甲
南
駅
周
辺
整
備
事
業

     

1
億
8,
7
4
0
万
円

　
　
甲
南
駅
を
中
心
と
し
た
ま
ち
の
活
性

化
と
公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上
を
図

る
た
め
、
駅
舎
の
改
築
や
ア
ク
セ
ス
道

路
等
の
整
備
に
向
け
た
調
査
・
測
量
・

設
計
を
行
い
ま
す
。

○新 

土
山
S
A
周
辺
地
域
利
活
用
検
討
事
業       

3
0
0
万
円

　
　
土
山
S
A
の
遊
休
地（
残
地
）、
ス

マ
ー
ト
I
C
の
設
置
に
つ
い
て
、
有
効

な
活
性
化
策
を
構
築
す
る
中
で
県
等
へ

の
要
望
活
動
や
市
が
提
案
し
た
計
画
を

も
と
に
検
討
・
協
議
を
進
め
ま
す
。

●
新
水
口
宿
改
修
事
業（
東
海
道
の
に
ぎ

わ
い
再
生
事
業
）　
　
　 

2
0
0
万
円

●
甲
南
I
C
・
P
A
流
出
経
路
検
討
事
業     

1,
0
0
0
万
円

○新 （
仮
称
）甲
賀
市
自
治
基
本
条
例
策
定
事
業      

80
万
円

●拡 

地
域
人
材
力
活
性
化
事
業

1
6
9
万
円

○新 

信
楽
高
原
鐵
道
施
設
保
守
・
管
理

　
業
務
委
託
　
　
　
　 

5,
8
9
3
万
円

　
　
信
楽
高
原
鐵
道
の
経
営
を
立
て
直
し
、

持
続
可
能
な
地
域
公
共
交
通
と
す
る
た

め
、
公
有
民
営
化
に
よ
る
上
下
分
離
方

式
の
導
入
に
併
せ
、
鉄
道
の
安
全
運
行
、

線
路
や
車
両
等
の
施
設
の
保
守
・
管
理

を
信
楽
高
原
鐵
道
株
式
会
社
に
委
託
し

ま
す
。

○新 

ふ
る
さ
と
に
夢
を
育
む
、
次
世
代
教

育
支
援
事
業
　
　
　
　
　
1
5
0
万
円                                                                                                    

　
　
地
域
に
根
ざ
す「
も
の
づ
く
り
」「
デ

ザ
イ
ン
」等
を
特
色
と
し
た
魅
力
と
活

力
あ
る
信
楽
高
等
学
校
づ
く
り
に
対
し

て
支
援
を
行
い
ま
す
。

●拡 

あ
い
こ
う
か「
和
歌（
う
た
）」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
2
0
1
3
　
　
　
　
1
0
0
万
円

●拡 

史
跡
紫
香
楽
宮
跡
整
備
活
用
事
業

         

1
8
0
万
円

●拡 

あ
い
こ
う
か
岡
山
城
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト      

1,
7
0
0
万
円

　
　
地
形
測
量
や
発
掘
調
査
に
よ
り
、
城

の
構
造
を
解

明
し
、
国
史

跡
指
定
を
目

指
す
と
と
も

に
、
城
跡
を

体
感
で
き
る

休
憩
施
設
や

散
策
道
の
整

備
等
を
実
施

し
ま
す
。

 

○新 

身
近
な
森
づ
く
り
事
業  

　
　
50
万
円

　
　
市
内
小
学
校
の
学
習
林
を
対
象
に
森

林
整
備
を
実
施
し
、
安
全
な
森
林
環
境

学
習
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
企

業
が
実
施
す
る
森
林
保
全
活
動
に
対
し

て
、
活
動
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供
等
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

○新 

公
共
施
設
省
電
力
化
事
業

       

4,
5
3
0
万
円

　
　
公
共
施
設
の
照
明
を
L
E
D
や
そ
の

他
の
高
効
率
照
明
へ
切
り
替
え
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
小
中
学
校
に
お
い
て
、

消
費
電
力
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
を
行
う
た

め
、
デ
マ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
進
め
ま
す
。

○新 
公
共
的
施
設
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
補
助
　
　
　
　
5
0
6
万
円

　
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
導
入

を
進
め
る
た
め
、
地
域
の
集
会
所
等
へ

の
太
陽
光
発
電
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
の
導
入
に
対
し
、
そ
の
費
用

の一
部
を
補
助
し
ま
す
。

●
市
内
防
犯
灯
L
E
D
整
備
事
業

         

3
4
0
万
円

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
域
導
入
事
業      

1
0
0
万
円

●拡 

介
護
激
励
金
支
給
事
業  

　
　
60
万
円

　
　
特
に
認
知
症
の
症
状
が
重
く
、
家
族

負
担
が
大
き
い
介
護
者
に
対
し
て
年
間

1
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

●拡 

公
共
下
水
道
整
備
事
業 

     

6
億
9,
5
0
4
万
円

　
　
山
地
区
、
池
田
地
区
、
希
望
ヶ
丘
地

区
等
の
整
備
工
事
を
行
い
ま
す
。

●拡 

農
業
集
落
排
水
整
備
事
業

     

2
億
2,
2
8
3
万
円

　
　
今
年
6
月
に
朝
宮
地
区
の
一
部
を
供

用
開
始
す
る
と
と
も
に
、
平
成
26
年
度

の
竣
工
を
目
指
し
整
備
工
事
を
行
い

ま
す
。

▲

水口・信楽地域を運行する移動図書館車「ぶっくるん」

▲現在の水口学校給食センター

▲

「かもしか荘」完成予想図

▲

岡山城発掘調査の現地説明会

▲3年前開催された信楽まちなか芸術祭



庁舎整備の基本的な考え方について
　

現
在
、市
役
所
機
能
は
、上
下
水
道
部
と
教

育
委
員
会
が
甲
南
庁
舎
、そ
の
他
の
部
局
が

水
口
庁
舎
で
、そ
れ
ぞ
れ
業
務
を
行
う
分
庁

舎
方
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、水
口
庁

舎
は
築
後
４８
年
を
迎
え
る
本
館
な
ど
老
朽
化

が
激
し
い
上
に
、事
務
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が
な

く
、市
民
の
皆
さ
ん
が
相
談
に
訪
れ
た
際
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
も
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。ま
た
甲
南
庁
舎
は
、一
定
の
耐
震
性
を
備
え

て
い
る
も
の
の
防
災
拠
点
と
し
て
は
耐
震
安

全
性
が
不
充
分
で
あ
り
、加
え
て
庁
舎
機
能
の

全
て
を
満
た
す
だ
け
の
ス
ペ
ー
ス
も
確
保
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、両
庁
舎
の
あ
り
方
が
焦
点

と
な
り
ま
し
た
。

　

基
本
構
想
で
は
、水
口
庁
舎
付
近
に
は
国

や
県
の
行
政
機
関
が
あ
り
、隣
接
の
あ
い
こ
う

か
市
民
ホ
ー
ル
と
水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森
が
災

害
時
の
陸
上
輸
送
拠
点
に
指
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、現
在
の
水
口
庁
舎
の
敷
地
や

庁
舎
を
活
用
し
整
備
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、全
て
の
機
能
を
一
体
化

す
る
こ
と
で
、日
常
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

上
で
も
利
便
性
が
向
上
す
る
と
と
も
に
、大

規
模
災
害
時
に
も
対
策
本
部
と
し
て
機
能
し

や
す
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
庁
舎
整
備
事
業
は
、必
要
と
な
る

財
源
の
95
％
を
償
還
元
金
と
利
子
の
70
％
が

国
か
ら
の
地
方
交
付
税
で
カ
バ
ー
さ
れ
る
合

併
特
例
債
の
有
効
活
用
に
よ
り
、市
の
実
質

的
な
負
担
軽
減（
事
業
費
の
お
お
む
ね
3
分

の
1
程
度
に
軽
減
）を
図
る
と
と
も
に
、合
併

特
例
債
制
度
の
期
限
で
あ
る
平
成
31
年
度
ま

で
の
で
き
る
だ
け
早
期
の
完
成
を
目
指
し
、近

い
将
来
に
発
生
が
予
測
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
な
ど
へ
の
備
え
を
急
ぎ
、市
民
の
皆

様
の
安
心
・
安
全
の
確
保
に
万
全
を
期
し
て
い

き
ま
す
。

　市では、市役所本庁舎のあり方について、有識者や市民団
体代表者らの委員で構成する庁舎改修整備検討委員会の結
果をもとに、平成24年3月に策定した『甲賀市庁舎改修整備
基本構想』に基づき、昨年度、様々な検討を加えて庁舎整備の
方向性を整理してきました。平成25年度からは、議会での議
論を重ねていただく中で市民の皆様のご意見をお聴きし、基
本設計の策定を進めていきます。

庁
舎
改
修
整
備

基
本
構
想

庁
舎
整
備
事
業
の

財
源

　

水
口
庁
舎
の
機
能
お
よ
び
甲
南
庁
舎
の
利

活
用
の
方
向
性
を
定
め
る
た
め
、昨
年
度
、甲

南
庁
舎
本
館
の
耐
震
性
能
等
の
調
査
を
行
い

ま
し
た
。そ
の
結
果
、耐
震
性
に
お
い
て
は
、一

般
官
公
庁
施
設
の
耐
震
安
全
性
の
基
準
で
あ

る
Ｉ
ｓ
値
０
・
６
以
上
に
わ
ず
か
に
及
ば
な
い

箇
所
が
１
階
、２
階
の
一
部
に
あ
っ
た
も
の
の
、

お
お
む
ね
基
準
を
満
た
し
、震
度
６
強
の
地

震
に
お
い
て
倒
壊
は
免
れ
人
命
等
の
安
全
性

の
確
保
は
図
れ
る
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
が
、防

災
拠
点
と
し
て
の
基
準
で
あ
る
Ｉ
ｓ
値
０
・
９

以
上
は
満
た
し
て
お
ら
ず
、大
規
模
地
震
の

発
生
時
に
お
け
る
災
害
対
応
や
業
務
継
続
に

大
き
な
課
題
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、甲
南
庁
舎
の

耐
震
補
強
等
に
必
要
な
概
算
工
事
費（
左
表

参
照
）を
算
出
し
た
上
で
、甲
南
庁
舎
の
利
活

用
と
水
口
庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て
総
合
的
に

検
討
し
、３
月
の
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、「
現

水
口
庁
舎
に
本
庁
機
能
を
一
元
化
し
、甲
南
庁

舎
に
は
甲
南
地
域
の
市
の
出
先
機
関
を
で
き

る
限
り
集
約
す
る
と
と
も
に
、関
係
者
の
ご

理
解
を
得
な
が
ら
、老
朽
化
し
た
市
有
施
設

に
入
居
さ
れ
て
い
る
公
共
的
団
体
の
事
務
所

ス
ペ
ー
ス
や
市
民
へ
の
開
放
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

有
効
に
活
用
す
る
。（
左
表
中
Ａ
案
）」と
し
た

市
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
ま
し
た
。

　

水
口
庁
舎
は
、防
災
拠
点
と
し
て
の
高
度

な
機
能
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、組
織
運

営
の
効
率
化
等
の
観
点
か
ら
、本
庁
機
能
を

統
合
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
整
備
す
る
こ

と
と
し
ま
す
。ま
た
、甲
南
庁
舎
は
甲
南
地
域

の
核
と
な
る
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、市
の
中

核
的
な
施
設
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、必
要
な

耐
震
補
強
や
改
修
を
行
い
、利
便
性
を
高
め

つ
つ
親
し
み
や
す
い
市
民
窓
口
と
す
る
ほ
か
、

市
内
に
点
在
す
る
老
朽
化
し
た
市
有
施
設
を

可
能
な
範
囲
で
整
理
・
集
約
し
、多
様
な
市
民

等
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
で
、活
発
な
市
民

活
動
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
と
す

る
も
の
で
す
。

甲
南
庁
舎
の

耐
震
性
能
等
調
査
結
果
と

庁
舎
整
備
の
考
え
方

　

今
後
は
、こ
の
考
え
方
を
も
と
に
基
本
設
計

を
進
め
る
過
程
で
市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
や

ご
要
望
を
伺
い
、具
体
的
な
規
模
、機
能
、事

業
費
な
ど
を
決
定
い
た
し
ま
す
。ま
た
、老
朽

化
が
著
し
い
旧
支
所
の
甲
賀
大
原
・
信
楽
の

両
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
も
改
築
や

改
修
に
向
け
て
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

▶
防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
備
え
る
と
と
も
に
、市
民
サ
ー
ビ

　

ス
向
上
に
む
け
、本
庁
機
能
を
統
合
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て

　

整
備
さ
れ
る
水
口
庁
舎

▶
利
便
性
を
高
め
、親
し
み
や
す
い
市
民
窓
口
へ
、ま
た
市
民
活
動

　

の
場
と
し
て
の
活
用
を
め
ざ
す
甲
南
庁
舎

（参考）新庁舎及び甲南庁舎における利用形態及び整備費等比較検討表（参考）新庁舎及び甲南庁舎における利用形態及び整備費等比較検討表

比 較 案

甲

南

庁

舎

【 Ａ 案 】 【 Ｂ 案 】 【 Ｃ 案 】

検 討 条 件

利 用 形 態

① 耐震補強工事

② 改 修 工 事

概算工事費計（※１）（①＋②）

・ 甲南第一地域市民センター
・ 甲南地域包括支援センター
・ 一般開放スペース
・ 公共的団体への貸し出しスペース

・ 上下水道部
・ 甲南第一地域市民センター
・ 甲南地域包括支援センター

・ 上下水道部
・ 教育委員会事務局
・ 甲南第一地域市民センター

・ Ｋプレス設置　１６ヶ所

 
（概算工事費）　　　　１．０億円 

・ Ｋプレス設置　２６ヶ所
・ ＲＣ壁設置　　　７ヶ所

（概算工事費）　　　　２．１億円

・ 免震工法
 

（概算工事費）　　　１８．２億円

【本庁機能を有しない利用方法】
・ 老朽化した電気機械設備等の改修
・ 一般開放用各フロア間仕切り工事

（概算工事費）　　　　２．８億円

【本庁舎機能を有する利用方法】
・ 老朽化した電気機械設備等の改修
・ 耐震、水害対策工事
・ 仮設庁舎工事

（概算工事費）　　　　６．３億円

【本庁舎機能を有する利用方法】
・ 老朽化した電気機械設備等の改修
・ 耐震、水害対策工事
・ 仮設庁舎工事

（概算工事費）　　　　６．３億円

３．８億円 ８．４億円 ２４．５億円

６２．４億円 ５７．９億円 ５０．８億円

５９．３億円 ５５．０億円 ４８．３億円

新庁舎建設事業費（※２）

うち財源となる
合併特例債（※３）

合 計 事 業 費

備 考 ―

６６．２億円 ６６．３億円 ７５．３億円

各種公共的団体等に貸している既存
施設の改修費が別途必要。

各種公共的団体等に貸している既存
施設の改修費が別途必要。

概算工事費
専門家の積算業務により算定されたおおむねの工事費です。
新庁舎建設事業費
他市の庁舎建設事例からの推定であり、基本設計を進める中でできる
だけ低く抑えることができるよう精査し、事業費を算定していきます。
合併特例債
市債（借入金）の一種で、合併後の市の振興や旧町間の格差をなくすた
めの事業に活用できるものです。事業費の９５％を借り入れることがで
き、毎年度分割して返済する際、利息を含めた返済金の70％が国から
の地方交付税でカバーされる制度です。

※１：

※２：

※３：

※4：

参考：

Ｉｓ値（構造耐震指標）
耐震診断により、建物の耐震性能を表す指標であり、Ｉｓ値０．６以上で新耐震基準相
当の耐震性能を満たすとされています。文部科学省は学校施設のＩｓ値を０．７以上
に補強するよう求めています。また、大規模地震発生時に災害対策本部機能を果た
すとともに、業務継続を図るには、Ｉｓ値０．９以上の確保が必要と考えられています。
　【震度６強程度の規模の地震に対するＩｓ値の評価】
　　０．６以上　　　　　地震の震動や衝撃に対し、倒壊または崩壊する危険性が低い。
　　０．３以上０．６未満　地震の震動や衝撃に対し、倒壊または崩壊する危険性がある。
　　０．３未満　　　　　地震の震動や衝撃に対し、倒壊または崩壊する危険性が高い。
新耐震基準
建築基準法の中で、建築物の敷地・設備・構造・用途についてその最低基準を定め
たもので、昭和５６年の改正を受け設定された耐震基準。

Ｉｓ値（※４）を０．７５以上とする耐震補
強工事を実施し、地域市民センター業
務等を行い、空フロアは一般開放施設
として利用する方法

Ｉｓ値（※４）を０．９以上とする耐震補強
工事を実施し、本庁機能を有する庁舎
として利用する方法

免震工法による庁舎改修工事を実施
し、本庁機能を有する庁舎として利用
する方法

庁舎整備室　☎65 - 0661／ 　63 - 4561

ai koka 2013.4.15 8ai koka 2013.4.159



ai koka 2013.4.15 10ai koka 2013.4.1511

　

鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
交
通
機
関
の
連

携
を
図
り
、
持
続
可
能
な
地
域
公
共
交

通
と
す
る
た
め
、
政
策
推
進
課
の
交
通

政
策
係
と
鉄
道
公
有
民
営
化
対
策
室
を

統
合
し
、
公
共
交
通
推
進
室
を
新
設
し

ま
す
。
な
お
、
甲
賀
病
院
移
転
準
備
室

に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
４
月
１
日
の

新
し
い
甲
賀
病
院
の
開
院
を
も
っ
て

主
た
る
業
務
が
完
了
す
る
た
め
廃
止

し
ま
す
。

　

大
規
模
な
地
震
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
災
害
へ
の
備
え
と
と
も
に
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
人
に
も
環
境
に
も

や
さ
し
い
庁
舎
を
目
指
し
、
昨
年
３
月

に
策
定
し
た
甲
賀
市
庁
舎
改
修
整
備
基

本
構
想
を
踏
ま
え
、
合
併
特
例
期
間
の

で
き
る
だ
け
早
期
に
新
庁
舎
の
整
備
を

進
め
る
た
め
、
庁
舎
整
備
室
を
新
設
し

ま
す
。
ま
た
、
老
朽
化
の
進
む
旧
支
所

で
あ
る
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

も
改
築
・
改
修
が
必
要
な
こ
と
か
ら
体

制
を
充
実
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

観
光
戦
略
推
進
室
に
つ
い
て
、
過
去

2
年
間
で
お
お
む
ね
見
出
す
こ
と
の
で

き
た
戦
略
の
方
向
性
の
実
現
を
引
き
続

き
目
指
す
と
と
も
に
、
よ
り
市
民
に
親

し
み
や
す
い
名
称
と
す
る
た
め
室
名
を

観
光
推
進
室
に
変
更
し
ま
す
。

　

鳥
獣
害
対
策
室
に
つ
い
て
、
室
名
を

獣
害
特
別
対
策
室
に
変
更
し
ま
す
。
今

ま
で
の
防
除
対
策
に
加
え
、
平
成
25
年

度
か
ら
3
カ
年
計
画
に
よ
り
ニ
ホ
ン
ジ

カ
、
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ア
ラ

イ
グ
マ
の
積
極
的
な
捕
獲
対
策
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
と
学

校
給
食
に
関
す
る
業
務
の
一
元
化
を
図

る
た
め
、
学
校
給
食
に
関
す
る
業
務
を

学
校
教
育
課
か
ら
教
育
総

務
課
に
移
管
し
、
学
校
給

食
係
を
新
設
し
ま
す
。

　

看
護
部
を
看
護
介
護
部
に
名
称
変
更

し
、
看
護
科
を
外
来
係
、
施
設
係
、
通

所
係
お
よ
び
居
宅
介
護
支
援
係
の
4
つ

の
係
に
改
編
し
ま
す
。

　

組
織
機
構
の
見
直
し
と
併
せ
て
、
職

場
内
研
修
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
県

や
他
の
自
治
体
等
へ
の
派
遣
研
修
や
人

事
交
流
を
引
き
続
き
実
施
し
、
市
の
将

来
を
担
う
人
材
育
成
に
も
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

公
共
交
通
推
進
室
の
新
設

総
合
政
策
部

庁
舎
整
備
室
の
新
設

総
務
部

観
光
戦
略
推
進
室
を 

観
光
推
進
室
に
名
称
変
更

鳥
獣
害
対
策
室
を

獣
害
特
別
対
策
室
に
名
称
変
更

産
業
経
済
部

学
校
給
食
に
関
す
る
業
務
を 

学
校
教
育
課
か
ら
教
育
総
務
課
に
移
管

教
育
委
員
会
事
務
局

看
護
部
を
改
編

水
口
医
療
介
護
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成

組
織
・
機
構
見
直
し
の
主
な
内
容

市の組織・機構の主な改編
産業経済部

平成24年度 平成25年度

観光戦略推進室 観光推進室

鳥獣害対策室 獣害特別対策室

教育委員会事務局

平成24年度 平成25年度

教育総務課 教育総務課（学校給食係の新設）

水口学校給食センター
（学校教育課から教育総務課へ所管替え）

東部学校給食センター
（学校教育課から教育総務課へ所管替え）

信楽学校給食センター
（学校教育課から教育総務課へ所管替え）

総合政策部

平成24年度 平成25年度

政策推進課
交通政策係

鉄道公有民営化対策室

看護科 外来係

施設係

通所係

居宅介護支援係

政策推進課

公共交通推進室

甲賀病院移転準備室 廃止

総務部

平成24年度 平成25年度

公有財産管理室 公有財産管理室

庁舎整備室

水口医療介護センター

平成24年度 平成25年度

看護部

　

市
民
の
皆
さ
ま
が
暮
ら
し
に
幸
せ
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
た
い
と
思

う
理
想
郷
甲
賀
を
目
指
し
、
様
々
な
施
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
に
お
い
て
も
予
算

編
成
の
基
本
方
針
や
４
つ
の
重
点
テ
ー
マ
を
着
実

に
推
し
進
め
て
い
く
こ
と
を
念
頭
に
、
市
役
所
の

組
織
・
機
構
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

※

組
織
図
は
改
編
を
行
っ
た
主
な
組
織
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平成25年度
市役所の
組織・機構の
改編

人権擁護委員／黄瀬 忠幸

 3～7ページに掲載

●平成24年度甲賀市一般会計補正予算（第5号）
●平成24年度甲賀市国民健康保険特別会計補正予算（第2号）
●平成24年度甲賀市後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）
●平成24年度甲賀市介護保険特別会計補正予算（第3号）
●平成24年度甲賀市公共下水道事業特別会計補正予算（第3号）
●平成24年度甲賀市農業集落排水事業特別会計補正予算（第3号）
●平成24年度甲賀市鉄道経営安定対策基金特別会計補正予算（第1号）
●平成24年度甲賀市鉄道施設整備基金特別会計補正予算（第1号）
●平成24年度甲賀市浄化槽管理事業特別会計補正予算（第2号）
●平成24年度甲賀市病院事業会計補正予算（第1号）
●平成24年度甲賀市水道事業会計補正予算（第2号 )
●平成24年度甲賀市診療所事業会計補正予算（第2号）
●平成24年度甲賀市介護老人保健施設事業会計補正予算（第2号）

●甲賀市長の調査等の対象となる法人の範囲を定める条例

●甲賀市自治基本条例策定委員会条例

●甲賀市新型インフルエンザ等対策本部条例

●甲賀市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運
営に関する基準を定める条例

●甲賀市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、
設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係
る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定
める条例

●甲賀市指定地域密着型サービスの事業者等の指定に関する
基準を定める条例

●甲賀市地域市民センター設置条例の一部を改正する条例

●甲賀市障害者施策推進協議会条例の一部を改正する条例

●地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉
施策を講ずるための関係法律の整備に関する法律の施行に
伴う関係条例の整備に関する条例

●甲賀市特別職の職員の給与等に関する条例及び甲賀市教育
委員会教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例

●甲賀市特別会計条例の一部を改正する条例

●甲賀市コミュニティセンター条例の一部を改正する条例

●甲賀市福祉医療費助成条例の一部を改正する条例

●甲賀市農村公園条例の一部を改正する条例

●甲賀市農村集落センター条例の一部を改正する条例

●甲賀市土地改良事業分担金徴収条例の一部を改正する条例

●甲賀市同和対策審議会条例を廃止する条例

●信楽高原鐵道株式会社が所有する鉄道資産の無償譲受につ
き議決を求めることについて

第2回甲賀市議会定例会

委員の推薦（敬称略）

平成25年度予算

平成24年度補正予算

条例の制定

第2回甲賀市議会定例会が2月21日から3月25日までの会
期で開催されました。市が提案し、審議・可決された主な議
案は次のとおりです。

平成25年

看護介護部

市役所の
組織・機構の
改編

平成25年度き せ ただ ゆき



部局 課　名 係名等 電話番号 FAX番号 主な業務 場　所

農業振興課 農政係
農産係

65-0711
65-0712

63-4592 水口庁舎２階

獣害特別対策室 獣害特別対策係 65-0734 鳥獣害対策・鳥獣保護

農村整備課 基盤整備係
施設管理係

65-0713
65-0714

林業振興課 林業振興係 65-0715

都市計画課

都市計画係
開発指導係
市街地整備係
景観係

65-0719
65-0606
65-0721
65-0786

63-4601 水口庁舎２階
建設管理課 道路河川係

公園緑地係
65-0722
65-0720

建設事業課
建設第１係
建設第２係
事業調整係

65-0724

65-0723

住宅建築課 公営住宅係
建築係

65-0609
65-0725

上水道課

経営係
工務係
給水係
維持係

86-8013
86-8015
86-8016
86-8017

86-8390
甲南庁舎１階

下水道課
計画普及係
施設維持係
建設係

86-8012
86-8399
86-8347

上下水道料金課 料金係
滞納整理係

86-8014
86-8397 86-8032

会計課 出納審査係 65-0657 63-4086 水口庁舎１階

教育総務課
総務企画係
学校管理係
学校給食係

86-8152

86-8018
86-8380

甲南庁舎２階

学校教育課

指導教職員係
こども教育支援係
学務係
教育研究所

86-8020
86-8317
86-8019
86-8144 86-8196

こども未来課 管理係
指導振興係

86-8179
86-8182

86-8380社会教育課
生涯学習係
人権教育係
青少年育成係

86-8021
65-0693
86-8022

文化スポーツ振興課 スポーツ振興係
文化振興係

86-8023
62-2626 62-2625 あいこうか市民ホール

歴史文化財課
調査管理係
埋蔵文化財係
市史編さん室

86-8026

86-8075
86-8216 甲南庁舎３階

■議会・行政委員会等
名　称 係名等 電話番号 FAX番号 主な業務 場　所

議会事務局 庶務係
議事係

65-0654
65-0655 63-4373 本会議、委員会、会議録の作成 水口庁舎３階

選挙管理委員会事務局 65-0667 63-4561 選挙事務、委員会庶務 水口庁舎２階
監査委員事務局

65-0656 63-4577

監査、出納検査及び審査、監査請求
水口庁舎３階公平委員会 委員会庶務

固定資産評価審査委員会 固定資産の評価、価格への不服申立ての審査、委員会庶務

農業委員会事務局 農地係
農政係

65-0717
65-0718 63-4601 水口庁舎２階

■医療施設・介護保険施設
名　称 電話番号 FAX番号

信楽中央病院 82-0249 82-3060

水口医療介護センター
みなくち診療所 62-3346 63-1728

介護老人保健施設ケアセンターささゆり 62-3366 62-3347

■各課・係等の業務■各課・係等の業務
部局 課　名 係名等 電話番号 FAX番号 主な業務 場　所

市
長
直
轄
組
織

産
業
経
済
部

建
設
部

上
下
水
道
部

教
育
委
員
会
事
務
局

秘書課 秘書係 65-0662

63-4619

秘書、渉外、褒章、叙勲、表彰、市長会

水口庁舎２階

広報課 広報公聴係 65-0675 広報紙の発行、公聴、ホームページの運用、行政情報番組の制作

危機管理課 防災危機管理係
安心安全係 65-0665

総
合
政
策
部 地

域
振
興
課

総
務
部

市
民
環
境
部

健
康
福
祉
部
　
福
祉
事
務
所

産
業
経
済
部

政策推進課 政策推進係 65-0670
63-4554

総合計画、重要施策の企画・総合調整、国土利用計画、広域行政
公共交通推進室 公共交通推進係 65-0672 交通体系の調整、鉄道機能強化、市コミュニティバス
情報政策課 システム管理係 86-8177 86-8187 コンピュータによる各種システムの運用・管理、情報セキュリティ 甲南庁舎３階
情報基盤整備推進室 情報基盤整備推進係 66-1193 66-1564 情報政策調整推進、行政・地域情報化推進 土山地域市民センター

地域コミュニティ推進室 地域コミュニティ推進係
交流推進係

65-0687
65-0604 63-4554 水口庁舎２階

土山地域市民センター

地域振興係

66-1101 66-1564 土山地域市民センター

甲賀大原地域市民センター 88-4101 88-3104 甲賀大原地域市民センター

甲南第一地域市民センター 86-4161 86-8029 甲南庁舎１階

信楽地域市民センター 82-1121 82-3415 信楽地域市民センター

総務課 総務統計係 65-0663
63-4561

水口庁舎２階

職員課 人事係
給与係

65-0669
65-0668 職員採用、人事給与、職員団体、職員研修、福利厚生、組織・機構

法務室 法務係 65-0664 63-4619

行政改革推進室 行政改革推進係 65-0671

63-4561財政課 財政係 65-0676 財政計画、予算編成、地方交付税、市債
公有財産管理室 公有財産管理係 65-0677

65-0661

公有財産管理、土地開発基金管理、庁舎管理、公用車管理
庁舎整備室 庁舎整備係 庁舎改修整備
契約検査課 契約検査係 65-0678 各種契約審査、工事等の入札、入札監視委員会、工事等の検査

税務課 市民税係
資産税係

65-0679
65-0680

63-4574

63-4627

市民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税等の賦課・調定
水口庁舎１階

滞納債権対策課
収納推進係
滞納対策係
料金対策係

65-0682
65-0681
65-0753

市税の納税証明書・口座振替・督促・徴収、市税・料金の滞納処分

市民課 市民窓口係
戸籍住民係

62-4272
65-0683 65-6338

水口庁舎１階

保険年金課 国保年金係
後期高齢者医療係

65-0688
65-0689 63-4618 国民健康保険、国民年金、後期高齢者医療、福祉医療

（市民窓口センター）

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

福祉担当係
生活環境担当係

62-1621
62-4271 63-4086

生活環境課
生活交通係
環境政策係
廃棄物対策係

65-0686
65-0691
65-0690

63-4582

人権推進課
人権政策係
人権教育推進係
地域総合センター係

65-0694
65-0693
65-0695

社会福祉課

福祉政策係
生活福祉係
児童家庭支援係
家庭児童相談室

65-0700
65-0701
65-0705
65-0660

63-4085 水口社会福祉
センター１階自立支援課

自立支援係
相談支援係
発達支援室

65-0702
65-0707
65-0735

長寿福祉課
高齢者支援係
介護保険係
地域支援係

65-0696
65-0698
65-0699

63-4591 水口保健セン
ター１階健康推進課

母子保健係
健康増進係
健康政策係

62-5336
65-0737
65-0703

商工政策課 商工業振興係
労政係

65-0709
65-0710 63-4087 水口庁舎１階

観光推進室 観光推進係 65-0708 観光振興、観光施設管理、特産品等の普及・宣伝
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水口庁舎
甲南庁舎（上下水道部）
　　　　（教育委員会）

65-0650
86-8000
86-8002　　

63-4554
86-8032
86-8380　　

消防・水防、防災、災害対策本部、防災行政無線、国民保護、危
機管理、安心で安全なまちづくり、セーフコミュニティ推進

自治振興会・区・自治会、NPO等市民活動支援、地縁団体の認可、
まちづくり出前講座、国内・国際交流事業支援、国際化推進

市議会、住居表示、行政区域、総合案内、文書管理、公印管理、
自衛官募集、各種統計調査

条例・規則等の制定改廃、行政不服申立、訴訟、コンプライアンス、
情報公開、個人情報保護
行政改革、行政評価、事務効率の改善、指定管理者制度、地方分
権改革、組織目標

人権政策、人権啓発、人権・同和教育、同和対策、男女共同参画、
地域総合センター（隣保館・教育集会所）

身体障がい者（児）福祉、知的障がい者（児）福祉、精神障がい者（児）
福祉、難病対策、発達障がい者（児）の支援

高齢者福祉、高齢者福祉施設、介護保険、介護予防、地域包括支
援センター

献血、防疫、母子保健、予防接種、保健センター、健康増進、歯
科保健

戸籍、住民基本台帳、在留関連、印鑑登録、諸証明、埋火葬許可・
火葬場使用予約、市税に係る諸証明、小中学校の転入・転出に係
る許可書の発行、人口動態

児童手当・保育園入園・介護保険・障がい者福祉・高齢者福祉等
の申請受付、上下水道の開閉栓、し尿汲み取り、税・料の納付、コミュ
ニティバス定期券販売
消費生活相談、防犯、行政相談、外国人相談、交通安全対策、交
通災害共済、市営駐車場・駐輪場、自然環境保全、公害防止、狂
犬病予防、墓地、火葬場、エコライフ推進、地域新エネルギー、
一般廃棄物、不燃物処理場、不法投棄対策

民生委員児童委員、戦傷病者及び戦没者遺族援護、生活保護、住
宅支援給付、児童福祉、母子・父子福祉、児童手当、児童扶養手当、
特別児童扶養手当、児童クラブ、子育て支援センター、児童虐待
防止、ドメスティックバイオレンス対策

商工業振興、、中心市街地活性化、資金融資対策、地場産業、雇
用対策、障がい者雇用の促進、労働相談、就労相談、シルバー人
材センター、勤労福祉施設、企業内人権対策、企業立地、工業団地、
信楽伝統産業会館・信楽産業展示館の管理運営

戸籍、住民基本台帳、在留関連、印鑑登録、諸証明、埋火葬許可・火
葬場使用予約、市税に係る諸証明、小中学校の転入・転出に係る許可
書の発行、市民相談、国民健康保険、年金、後期高齢者医療、高齢者・
母子・父子・障がい者（児）・乳幼児の医療・福祉、各種証明申請・発行、
公金の収受、納税相談、保育園・幼稚園の入園申請受付、自治振興会・区・
自治会、消防・防災、人権、一般廃棄物、し尿汲み取り、選挙事務

農業政策、農業振興計画、農業振興地域整備、中山間地域活性化、水産・
畜産振興、米穀・特産物生産振興、茶生産振興、農業用施設管理

農業農村整備事業、農地・農業用施設災害復旧事業、県営事業の
推進、直轄管理農道の維持管理、野洲川基幹水利施設管理事業、
法定外公共物の維持管理
森林整備計画、地元材利用促進、琵琶湖森林づくり事業、森林病害虫
防除対策、林道開設事業、治山事業、緑化推進、林業施設の維持管理

都市計画、景観対策、屋外広告物、地籍調査、開発指導・許可、
土地区画整理、市街地整備

道路・橋りょう・河川の管理、法定外公共物、公園・緑地の整備
及び維持管理

道路等の用地取得・登記、国道・県道等の事業調整、道路・橋りょう・
河川等の設計・施工・維持補修、災害復旧事業

住宅政策、公営住宅、学校等の公共建築物の建築・改修、建築確認、
耐震・アスベスト対策

水道事業の経営企画・総合調整、水道事業認可、水道施設の設計・
施工、給水装置工事の申し込み、専用水道、貯水槽水道、水道施
設の維持管理、水質保全・検査

下水道の総合調整、下水道計画・事業認可、下水道の普及啓発、
排水設備工事、下水道指定工事店、水洗便所改造等資金融資あっ
せん、浄化槽設置、下水道施設の維持管理、公共下水道事業・農
業集落排水事業の設計・施工、既設開発団地接続
上下水道料金、下水道の受益者負担金・分担金の調定・徴収・滞
納対策、量水器の検針、水道開閉栓
現金・有価証券の出納保管、小切手の振出し、重要物品台帳の整備、
決算の調製、税・料の収納

教育委員会会議、教育行政相談、教育財産管理、学校の管理運営、
学校給食センター

教育課程、教育調査研究、教職員人事、教職員研修、特別支援教育、
就学指導、教育相談、就学援助、奨学奨励

幼稚園・保育園管理運営、就学前教育（保育）の指導、幼保一元化、
家庭教育支援事業、ブックスタート事業、就園相談、特別支援教育

農業委員会総会、部会、委員会、農地法等に基づく許認可申請・
諸証明

社会教育・生涯学習、社会教育委員の会議、人権・同和教育の総
合企画・調整・推進・指導、公民館・図書館・生涯学習館の管理運営、
青少年の健全育成、青少年研修センター、青少年自然活動支援セ
ンター、少年センター、成人式

文化・芸術の振興、文化・芸術団体の育成、文化施設の管理運営、
生涯スポーツの普及・振興、スポーツ施設の整備・管理運営、学
校体育施設の開放

文化財の保護保存・管理・普及啓発、文化財保護審議会、歴史民
俗資料館等の施設管理運営、埋蔵文化財の調査・保護・保存、市
史編さん

代表
番号

各課、室の主な業務内容は次の
とおりです。お電話でのお問い合
わせ等は各課、室へのダイヤル
インをご利用ください。

市役所の業務
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現
在
、
会
員
の
有
志
が
地
域
の
木
材
や
野

菜
な
ど
を
利
用
し
た
新
し
い
特
産
品
の
開
発

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
学
区
内
の
資

源
を
生
か
す
と
と
も
に
新
た
な
地
産
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」と
言
わ
れ
ま

す
。
人
権
が
守
ら
れ
た
地
域
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
当
会
で
は
毎
年「
人
権
高
座
」を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

落
語
家
・
露
の
新
治
さ
ん
か
ら
、
心
地
よ

い
笑
い
の
中
で〝
じ
ん
け
ん
〞を
学
び
ま
し
た
。

　

土
山
は
、
市
内
で
最
も
高
齢
化
率
が
高
い

地
域
で
す
。
高
齢
者
問
題
へ
の
取
り
組
み
の

一
つ
と
し
て「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」を
実
施
し
、認
知
症
の
実
態
、早
期
発
見
、

早
期
治
療
や
当
事
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　

甲
賀
市
身
体
障
害
者
更
正
会
が
主
催
す
る

「
ふ
れ
愛
甲
賀
ふ
う
せ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
」に
今
年
度
も
協
賛
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

ボ
ー
ル
の
代
わ
り
に
直
径
４０
セ
ン
チ
の
ゴ

ム
風
船
を
使
う
こ
の
大
会
は
、
障
害
の
有
無

に
関
係
な
く
誰
も
が
楽
し
め
る
こ
と
が
特
長

で
す
。

　

市
内
外
よ
り
３０
チ
ー
ム
約
２
５
０
人
が
参

加
し
、
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

土山学区自治振興会

特
産
品
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動

笑
い
の
中
で

〝
じ
ん
け
ん
〞を
学
ぶ

ふ
れ
愛
甲
賀
ふ
う
せ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

高
齢
者
問
題
へ
の
取
り
組
み

― 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座 

―

●自治振興会の活動内容を紹介しています●

キラリ輝く地域のキラリ輝く地域のキラリ輝く地域の輪
「土山学区自治振興会」は東海道49番目の宿場町として、往時の面影を残す町並みが残されています。
当会には16の区・自治会があり、世帯数1348世帯、人口3780人（2月末現在）で組織されています。

お茶の香りのようにほのかに甘くあたたかな人と人とのつながりが育む、
誰にもやさしいまちをめざして取り組みを進めています。

認知症サポーター養成講座

誰もが参加できる
「ふれ愛甲賀ふうせんバレーボール大会」

落語家・露の新治さんによる「人権高座」

平子の千枚漬け
赤かぶ漬け

伝統の味、蟹が坂飴

地域市
民セン

ター

西東
北南

西東
北南

西東
北南

水
難
救
助
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た

●
甲
南
中
部
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

「ふれあいクッキング」
開催
●小原地域市民センター

　

甲
南
町
池
田
地
先
の
大
日
池

で
３
月
１４
日
、
滋
賀
県
防
災
航

空
隊
と
甲
賀
広
域
行
政
組
合

消
防
本
部
に
よ
る「
水
難
救
助

連
携
訓
練
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
池
で
ゴ
ム
ボ
ー
ト

の
転
覆
事
故
が
発
生
し
た
こ
と

を
想
定
し
、
２１
名
の
隊
員
が
出

動
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
時
折
風
速
１０
ｍ
も

の
突
風
が
吹
き
荒
れ
る
悪
天
候

の
な
か
、
ボ
ー
ト
に
よ
る
水
面
検
索
や
水
難
救
助
隊（
潜
水

隊
）に
よ
る
水
深
４
ｍ
の
水
中
検
索
、
滋
賀
県
防
災
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー（
琵
琶
）や
出
動
各
隊
と
の
連
携
な
ど
、
迅
速
か
つ
的

確
な
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

万
が
一
の
際
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
命
を
守
る
た
め
に
日
夜

努
力
を
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
の
備
え
が
大
事

●
佐
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
早
二

年
。
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
も

十
八
年
が
経
ち
ま
し
た
。
市
内

で
も
い
つ
災
害
が
起
こ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。

　

少
し
で
も
災
害
に
備
え
よ
う

と
、
佐
山
学
区
自
治
振
興
会
で

は
、
備
蓄
品
と
し
て
飲
料
水
や

ア
ル
フ
ァ
米
、
ク
ラ
ッ
カ
ー
な

ど
の
食
糧
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
が
佐
山
小
学
校
体

育
館
横
駐
車
場
に「
防
災
備
蓄
倉
庫
」を
新
た
に
設
置
し
、

備
品
や
非
常
食
な
ど
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
市
、
自
治
振
興
会
、
区
が
連
携
し
て
佐
山
地
域

の
災
害
に
対
す
る
備
え
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
避
難

場
所
を
確
認
し
て
お
く
な
ど
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
日
頃
か

ら
の
心
構
え
も
大
切
で
す
ね
。

　

小
原
自
治
振
興
会
で
は
3
月
16
日
、
昨
年
好
評
だ
っ
た「
ふ
れ
あ
い

ク
ッ
キ
ン
グ
・
男
の
料
理
教
室
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
チ
キ
ン
オ
ム
ラ
イ
ス
、
茶
碗
蒸
し
、
ヒ
ラ
マ
サ

の
つ
く
り
、
大
根
と
魚
の
ア
ラ
炊
き
の
４
品
で
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
包
丁
な
ど
持
っ
た
こ
と
の
な
い

人
や
、
料
理
の
味
付
け
な
ど
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
人
も
お
ら
れ
、
調

理
師
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
皆
さ
ん
一
緒
に
な
っ
て
悪
戦
苦
闘
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

試
食
会
で
は
、
誰
も
が「
お
い
し
い
！
お
い
し
い
！
」と
口
を
揃
え
、

み
ん
な
で
作
っ
た
料
理
を
、
絶
賛
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

いきいき体操
“いち・に・さん・し”
●水口地域市民センター

　

い
つ
ま
で
も
元
気
に
い
き
い
き
と
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
老
化
と
と
も

に
衰
え
る
筋
力
の
維
持
と
仲
間
づ
く
り
の
場
と
し
て
、
３
月
か
ら「
い
き

い
き
百
歳
体
操
」を
み
な
く
ち（
毎
週
水
曜
日
）・
綾
野（
毎
週
金
曜
日
）

の
両
自
治
振
興
会
が
協
力
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
動
作
は
簡
単
で
す
が
、
実
際
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
合
わ
せ
て

「
い
ち
・
に
・
さ
ん
・
し
」と
声
を
出
し
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
１０
回
動

作
を
繰
り
返
す
と
、
見
た
目
以
上
に
筋
肉
を
使
い
ま
す
。

　

毎
回
３０
人
を
超
え
る
方
が
参
加
さ
れ
、
体
操
の
後
は
、
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
話
の
花
が
咲
き「
新
し
い
お
友
達
も
で
き
て
楽
し
く
続
け
て
行
け
そ

う
。」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 　

ま
た
、
小
学
校
と
の

共
催
事
業
と
し
て「
わ

く
わ
く
手
話
コ
ー
ラ
ス
」

を
実
施
し
た
ほ
か
、
当

会
の
重
要
課
題
で
あ
る

「
鳥
獣
害
対
策
」や「
生

活
支
援
事
業
」な
ど
の

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
紹
介
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

http://tsuchiyamagakku.com/
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土
山
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
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問
い
合
わ
せ



古民家で絵本の世界へ

雅の時代へ思いを馳せて
みやび

鮎河で140年培った歴史を市全体に

手作りマップで野鳥観察スポットを案内

「忍者のまち」甲賀の魅力を発信

　

東
海
道
や
土
山
宿
の
情
報
発
信
の
拠
点
施

設
で
あ
る
東
海
道
伝
馬
館
を
会
場
に
、毎
年

恒
例
の
お
話
会
が
３
月
２７
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

土
山
地
域
を
中
心
に
活
動
す
る
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル「
つ
く
し
ん
ぼ
」の
メ
ン

バ
ー
に
よ
っ
て
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の
読
み

聞
か
せ
が
行
わ
れ
、参
加
し
た
小
学
生
約
２０

名
が
、熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

「
絵
本
を
通
じ
て
自
然
や
思
い
や
り
の
心
を
感

じ
取
り
、広
い
心
を
育
ん
で
ほ
し
い
」と
、身
近

な
草
花
の
本
や
落
語
を
元
に
し
た
紙
芝
居
な

ど
８
つ
の
作
品
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
館
は
、１
５
０
年
前
に
建
て
ら
れ
た
土
山

の
民
家
を
改
装
し
た
も
の
で
、子
ど
も
た
ち
は

一
味
違
っ
た
雰
囲
気
の
中
、お
話
会
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

天
皇
の
即
位
ご
と
に
都
か
ら
伊
勢

神
宮
に
送
ら
れ
た
斎
王
の
行
列
の
様

子
を
再
現
し
た「
あ
い
の
土
山
斎
王

群
行
」が
３
月
２４
日
、土
山
町
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

地
域
や
実
行
委
員
会
に
よ
っ
て
開

催
さ
れ
る
こ
の
群
行
は
、今
回
で
１６

回
目
を
数
え
、春
の
訪
れ
を
告
げ
る

当
市
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

十
二
単
姿
の
斎
王
役
・
鈴
木 

愛
さ

ん
を
は
じ
め
約
８０
名
の
一
行
が
大
野

小
学
校
か
ら
垂
水
頓
宮
跡
ま
で
の
約

３
キ
ロ
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

休
憩
所
で
は
童
女
役
な
ど
に
よ
る

道
中
舞
が
披
露
さ
れ
、見
物
客
の
皆

さ
ん
は
、い
に
し
え
の
華
麗
な
群
行
に

思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。

　

環
境
学
習
の
一
環
と
し
て
愛
鳥
活
動
を
行
っ
て
い

る
甲
南
第
三
小
学
校
学
校
で
は
、６
年
生
が
野
鳥
観

察
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
を
紹
介
し
た
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

先
ご
ろ
完
成
し
ま
し
た
。

　

宮
地
区
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、こ
の
ほ
ど
こ
の
マ
ッ
プ
を
活
用
し
、観
光
客

や
地
域
の
方
な
ど
を
対
象
に
学
校
周
辺
で
見
ら
れ

る
野
鳥
の
案
内
を
始
め
ま
し
た
。

　

案
内
で
は
、５
、６
年
生
が
普
段
の
活
動
の
紹
介

を
交
え
な
が
ら
様
々
な
情
報
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

初
め
て
観
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
案
内
し
た
児

童
は
、「
緊
張
し
た
け
ど
、色
ん
な
お
客
さ
ん
に
来
て

ほ
し
い
」と
意
気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

　

鮎
河
小
学
校
の
創
立
1
4
0
周
年
記
念

式
典
が
3
月
9
日
、同
校
で
開
か
れ
、児
童

や
先
生
、地
域
の
皆
さ
ん
ら
約
1
0
0
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

同
校
は
、明
治
に
変
わ
っ
て
6
年
後
の

1
8
7
3
年
に
養
生
学
校
と
し
て
誕
生
し
、

市
内
で
最
古
の
小
学
校
と
し
て
地
域
の
子

ど
も
た
ち
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。一
時
期

2
0
0
名
を
超
え
た
児
童
は
、今
や
24
名
ま

で
減
少
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、地
元
に
密

着
し
た
少
人
数
の
教
育
で
地
域
に
愛
さ
れ

る
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
、市
内
全
域
か
ら
就
学
が

可
能
な「
特
認
校
」と
し
て
指
定
さ
れ
、長
い

歴
史
で
培
っ
た
伝
統
を
多
く
の
子
ど
も
た
ち

に
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
名
神
高
速
道
路
開
通
５
周
年
を
記
念

し
た
イ
ベ
ン
ト
が
３
月
２０
日
、土
山
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
と
甲
南
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
２

会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、新
名
神
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、市
の
魅
力
の
発
信
に
つ
な
げ
よ
う
と
開

催
し
た
も
の
で
、当
日
は
市
内
外
か
ら
の
多

く
の
方
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
会
場
の
土
山
Ｓ
Ａ
で
は
、和
太
鼓

演
奏
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
特
産
品

の
販
売
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、地
元
の
食
材
を

使
用
し
た「
忍
者
鍋
」が
振
る
舞
わ
れ
、長
蛇

の
列
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、土
山
に
こ
に
こ
園
の
子
ど
も
た
ち

に
よ
っ
て「
甲
賀
忍
者
音
頭
」が
初
披
露
さ

れ
、「
忍
者
の
ま
ち
」を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

東海道伝馬館春休みお話会

甲賀市あいの土山斎王群行

鮎河小学校創立140周年式典

　

宮
城
県
石
巻
工
業
高
校
野
球
部
と
地
元
高

校
と
の
練
習
試
合
が
3
月
28
日
、水
口
ス
ポ
ー

ツ
の
森
甲
賀
市
民
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
校
は
、東
日
本
大
震
災
で
受
け
た
被
害
を

乗
り
越
え
、昨
年
の
第
84
回
選
抜
高
校
野
球
大

会
に
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

甲
子
園
で
の
本
番
を
控
え
、昨
年
3
月
17
日

に
予
定
さ
れ
て
い
た
練
習
試
合
が
、天
候
の
た

め
中
止
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、一
年
越
し
の
実
現

と
な
り
ま
し
た
。水
口
東
高
校
と
国
際
情
報
高

校
が
そ
れ
ぞ
れ
対
戦
し
、小
雨
が
降
る
中
、真
剣

な
プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、ど
ち
ら
も
石
巻

工
業
高
校
が
勝
利
し
ま
し
た
。

　

石
巻
工
業
高
校
の
松
本
監
督
は「
素
晴
ら
し

い
施
設
な
の
で
、ぜ
ひ
も
う
一
度
来
た
い
と
思
っ

て
い
た
。来
年
か
ら
も
交
流
を
続
け
た
い
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

宮城県石巻工業高校野球部が練習試合

甲南第三小学校・学校周辺野鳥観察ボランティア

絵本に夢中にな
る

子どもたち
スライドで
振り返る

140年の歴史

中庭で見られる
野鳥を案内

「甲賀忍者音頭
」を披露する

土山にこにこ園
の児童

国際情報高校と
対戦する
石巻工業高校

童女による雅やかな道中舞

新名神高速道路活用による甲賀市地域活性化促進事業
「日本の元気を『心』でつなぐ あいこうか」

ai koka 2013.4.15 16ai koka 2013.4.1517

甲南第三小学校　☎86-2038
申し込み先

※案内は、事前予約が必要です。

す
ず　

き

あ
い



健
康
づ
く
り
体
操
教
室

●
日
時
／
５
月
１６
日
〜
７
月
18
日
の
毎（
木
）

　

全
８
回（
６
月
13
日
、７
月
11
日
は
休
み
）　

　

10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所
／
水
口
体
育
館

●
内
容
／
ミ
ニ
ボ
ー
ル
で
お
腹
回
り
の
脂

　

肪
燃
焼
、リ
ズ
ム
体
操
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

●
定
員
／
30
名

●
申
込
締
切
／
5
月
10
日（
金
）

●
参
加
料
／
1
，9
0
0
円（
保
険
料
含
む
）

問
・
申
／
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
8
6
｜

8
0
2
3
／　

8
6
｜

8
3
8
0

か
ふ
か
21
子
ど
も
未
来
会
議

子
ど
も
議
員
募
集

●
対
象
者
／
平
成
25
年
４
月
現
在
、市
内

　

在
住
・
在
学
の
小
５
〜
中
２
ま
で
の
27
人

　
【
任
期
：
25
年
４
月
〜
26
年
２
月
ま
で
】

●
活
動
内
容
／
任
命
式（
６
月
）お
よ
び
１
泊

　

２
日
の
議
会
直
前
ワ
ー
ク
1
回
、地
域
会

　

議
3
回
、子
ど
も
議
会
１
回

●
応
募
方
法
／
申
込
書
を
下
記
ま
で
郵
送
く

　

だ
さ
い（
募
集
チ
ラ
シ
は
各
学
校
を
通
じ
て

　

配
布
し
て
い
ま
す
）

●
申
込
締
切
／
4
月
20
日（
土
）

問
・
申
／
か
ふ
か
21
子
ど
も
未
来
会
議
実

行
委
員
会
事
務
局（
社
会
教
育
課
内
）

☎
８
６
｜

８
０
２
２
／　

８
６
｜

８
３
８
０

平
成
25
年
度

春
の
ふ
る
さ
と
散
策
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

●
内
容
／
各
町
を
２
時
間
程
度
、ポ
ー
ル
を

　

使
っ
て
楽
し
く
健
康
的
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

●
日
時
／
5
月
10
日
〜
6
月
7
日
の
毎（
金
）

　

10
時
〜
12
時（
５
コ
ー
ス
）

●
対
象
／
市
内
在
住
18
歳
以
上

●
定
員
／
20
名

●
参
加
料
／
1
，3
0
0
円（
保
険
料
含
む
）

●
申
込
締
切
／
5
月
2
日（
木
）

※
詳
細
は
各
体
育
館
に
あ
る
案
内
チ
ラ
シ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
・
申
／
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
8
6
｜

8
0
2
3
／　

8
6
｜

8
3
8
0

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
催
し
案
内

◎〈
森
ま
つ
り
〉5
月
3
日（
金
）・
4
日（
土
）

●
新
緑
の
中
を「
森
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」、

　
「
樹
木
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
地
図
」で
歩
こ
う

●
自
然
観
察
指
導
員
と「
し
ぜ
ん
さ
ん
ぽ
」

☆
夜
空
旅
人（
天
体
観
望
会
）☆

　
　
「
日
食
・
月
食
の
お
は
な
し
」

●
日
時
／
４
月
27
日（
土
）　

19
時
30
分
〜
21
時
30
分

●
場
所
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

●
内
容
／
土
星
、春
の
星
座
な
ど
の
観
望

●
申
込
方
法
／
電
話
に
て
申
込
先
ま
で

●
申
込
締
切
／
４
月
26
日（
金
）　

先
着
20
名

※

天
候
・
人
数
等
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
あ
り
。

申
・
問
／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎
８
８
｜

４
１
０
０
／　

８
８
｜

５
０
５
５

●
ク
ラ
フ
ト
／
3
日「
木
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
」

　

4
日「
ま
つ
ぼ
っ
く
り
工
作
」（
い
ず
れ
も
50
円
）

　
上
記
当
日
、自
然
い
ず
れ
も
館
前
テ
ン
ト
で
受
付
。

「
し
ぜ
ん
さ
ん
ぽ
」は
14
時
〜
約
1
時
間
、そ
れ
以
外
の

催
し
は
時
間
内（
9
時
〜
12
時
、13
時
〜
15
時
）に
受
付

◎〈
親
子
で
し
ぜ
ん
博
士
に
な
ろ
う
！
〉

①
4
月
28
日（
日
）「
春
の
草
花
図
鑑
づ
く
り
」

②
5
月
5
日（
日
）「
時
代
別
に
見
る
!!
化
石

　

絵
巻
物
づ
く
り
」

③
5
月
6
日（
月
）「
樹
木
い
ろ
い
ろ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

●
時
間
／
①
は 

10
時
〜
12
時
30
分
、②
③

　

は
14
時
〜
15
時

●
集
合
／
自
然
館
前

●
対
象
／
子
ど
も（
小
学
1
年
生
以
上
）〜
大
人

●
定
員
／
先
着
1
5
名

●
参
加
費
／
材
料
代
＋
自
然
館
入
館
料

●
申
込
／
参
加
者
全
員
の
お
名
前
・
連
絡
先
・
小
学
生
は

　

学
年
を
申
込
先
ま
で（
定
員
未
満
の
場
合
は
当
日
参
加
可
）

問
・
申
／
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
６
３
｜

６
７
１
２
／　

６
３
｜

０
４
６
６

甲
南
公
民
館
く
ら
し
と

ま
ち
づ
く
り
講
座

◎「
春
の
ア
ロ
マ
教
室
」

●
日
時
／
5
月
11
日（
土
）　

10
時
〜
12
時

●
場
所
／
甲
南
公
民
館（
忍
の
里
プ
ラ
ラ
）

●
内
容
／
花
粉
症
対
策
と
ア
ロ
マ
ス
プ
レ
ー
作
り

●
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の
方

●
定
員
／
先
着
20
名

●
受
講
料
／
１
，２
０
０
円

●
申
込
締
切
／
5
月
1
日（
水
）

◎「
パ
ン
教
室（
３
回
コ
ー
ス
）」

●
日
時
／

　
第
1
回
：
5
月
18
日（
土
）13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　

第
2
回
：
6
月
15
日（
土
）13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　

第
3
回
：
7
月
20
日（
土
）9
時
30
分
〜
13
時

　

※
単
発
で
の
受
講
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
場
所
／
か
え
で
会
館　

調
理
実
習
室

●
対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の
方

●
定
員
／
先
着
12
名

●
受
講
料
／
３
，５
０
０
円

●
申
込
受
付
期
間
／
4
月
16
日（
火
）〜
5
月

　

8
日（
水
）ま
で

●
申
込
方
法
／
申
込
用
紙（
チ
ラ
シ
裏
面
）と

　

受
講
料
を
、甲
南
公
民
館
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
チ
ラ
シ
設
置
場
所
／
各
中
央
公
民
館
・
地
域

市
民
セ
ン
タ
ー（
甲
南
地
域
）・
社
会
教
育
課

ド
イ
ツ
・
ブ
ル
ク
ハ
ウ
ゼ
ン
市
を

訪
ね
る
旅　

訪
問
団
員
募
集

旧
水
口
町
と
交
流
の
あ
っ
た
ブ
ル
ク
ハ
ウ

ゼ
ン
市
を
訪
問
し
ま
せ
ん
か
？

●
期
間
／
6
月
23
日（
日
）〜
6
月
28
日（
金
）

　

4
泊
6
日

●
訪
問
先
／
ブ
ル
ク
ハ
ウ
ゼ
ン
市
、ザ
ル
ツ

　

ブ
ル
グ（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）、ロ
マ
ン
チ
ッ
ク

　

街
道
、ミ
ュ
ン
ヘ
ン
等

●
募
集
人
員
／
先
着
15
名（
4
月
30
日
ま
で
）

●
費
用
／
2
7
9
，5
9
0
円（
人
数
に
よ

　

り
増
減
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）※
添

　

乗
員
同
行

●
企
画
実
施
／
株
式
会
社
日
本
旅
行　

　

草
津
支
店

※
事
前
説
明
会
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
・
申
／
甲
賀
市
国
際
交
流
協
会

☎
／　

6
3
｜

8
7
2
8

開
催
日
／
場
所

７
日（
火
）／
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
談
話
室

７
日（
火
）／
甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階

　
　
　
　
　

第
１
相
談
室

９
日（
木
）／
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

２
階
身
障
研
修
室

10
日（
金
）／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議
室
Ｆ

21
日（
火
）／
甲
南
庁
舎
２
階
団
体
室

時
間
／
13
時
30
分
〜
16
時

問
／
人
権
推
進
課

☎
6
5
｜
0
6
9
4
／　

6
3
｜
4
5
8
2

人
権
な
ん
で
も
相
談

日
常
生
活
で
の
悩
み
や
心
配
、地
域
や
職

場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
や
差
別
な
ど
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。※
申
込
不
要

対
応
者
／
人
権
擁
護
委
員（
法
務
大
臣
委
嘱
）

対
応
者
／
行
政
相
談
委
員（
総
務
省
委
嘱
）

開
催
日
／
場
所

７
日（
火
）／
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー

８
日（
水
）／
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

９
日（
木
）／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館（
甲
賀
）

15
日（
水
）／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー

17
日（
金
）／
甲
賀
市
市
民
福
祉
活
動
セ
ン

タ
ー　

相
談
室（
甲
南
）

時
間
／
13
時
30
分
〜
16
時

問
／
生
活
環
境
課

☎
6
5
｜
0
6
8
6
／　

6
3
｜
4
5
8
2

行
政
相
談

国
の
仕
事
や
特
殊
法
人
の
業
務
に
つ
い
て

相
談
に
応
じ
ま
す
。※
申
込
不
要

結
婚
相
談

※
申
込
不
要

対
応
者
／
結
婚
相
談
員（
市
委
嘱
）　

開
催
日
／
４
日（
土
）・
18
日（
土
）

場
所
／
水
口
庁
舎
南
別
館
１
階

時
間
／
13
時
〜
16
時

問
／
農
業
振
興
課

☎
6
5
｜
0
7
1
1
／　

6
3
｜
4
5
9
2

教
育
相
談

主
に
小
・
中
学
生
に
関
す
る
悩
み
ご
と
や

困
り
ご
と
に
つ
い
て
、相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
要
予
約

対
応
者
／
臨
床
心
理
士
等
の
専
門
相
談
員

場
所
／
学
校
、市
役
所
甲
南
庁
舎
、甲
賀
市

適
応
指
導
教
室
な
ど

問
／
学
校
教
育
課

☎
8
6
｜
8
1
0
0
／　

8
6
｜
8
1
9
6

（
土
日
祝
日
を
除
く
9
時
〜
17
時
）

就
労
相
談

就
職
・
転
職
の
た
め
の
情
報
提
供
や
公
共
職
業
安

定
所
へ
の
取
り
次
ぎ
を
行
い
ま
す
。※
申
込
不
要

開
催
日
／
場
所

１・
８・
15
・
22
・
29
日（
水
）／
西
教
育
集
会
所

１・
８・
15
・
22
・
29
日（
水
）／
梅
田
会
館

２・
16
日（
木
）／
牛
飼
教
育
集
会
所

２・
16
日（
木
）／
清
和
会
館

７・
21
日（
火
）／
宇
川
会
館

７・
14
・
21
・
28
日（
火
）／
か
え
で
会
館

９・
23
日（
木
）／
新
城
教
育
集
会
所

９・
23
日（
木
）／
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー

14
・
28
日（
火
）／
伴
谷
公
民
館

時
間
／
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

１・
15
日（
水
）／
水
口
中
央
公
民
館

１・
15
日（
水
）／
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

８・
22
日（
水
）／
上
野
教
育
集
会
所

10
・
24
日（
金
）／
大
久
保
教
育
集
会
所

17
日（
金
）／
相
模
教
育
集
会
所

17
日（
金
）／
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー

時
間
／
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

問
／
商
工
政
策
課

☎
6
5
｜
0
7
1
0
／　

6
3
｜
4
0
8
7

お
詫
び
と
訂
正

4
月
1
日
号
で
左
記
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

7
ペ
ー
ジ
　
医
療
機
関
で
受
け
る
が
ん
検
診

公
立
甲
賀
病
院
で
受
診
す
る
子
宮
頸
が
ん

検
診
に
つ
い
て

誤
／
受
付
日
時 

火
曜
日 

13
：
00
〜
14
：
00

正
／
受
付
日
時 

火
曜
日 

13
：
30
〜
14
：
00

男
女
の
悩
み
ご
と
相
談

家
庭
や
地
域
・
職
場
で
の
男
女
間
の
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
、様
々
な
悩
み
ご
と
に
応
じ
ま
す
。

相
談
窓
口
／
☎
6
5 - 

0
7
5
1

開
催
日
／
１
日（
水
）・
８
日（
水
）・
10
日（
金
）・

13
日（
月
）・
15
日（
水
）・
17
日（
金
）・
20
日（
月
）・

22
日（
水
）・
24
日（
金
）・
27
日（
月
）・
29
日（
水
）・

31
日（
金
）

場
所
／
水
口
庁
舎
１
階
人
権
推
進
課
内
相
談
室

時
間
／
９
時
〜
16
時

相
談
方
法
／
電
話
ま
た
は
面
接
相
談（
面
接

相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
）

問
／
人
権
推
進
課

☎
6
5
｜

0
6
9
4
／　

6
3
｜

4
5
8
2

問
・
申
／
甲
南
公
民
館

☎
８
６
｜

３
０
３
６
／　

８
６
｜

８
１
１
９

　

　

i n f o r m a t i o n

情報
まど
の
情報
まど
の
情報
まど
の催

し

募
集

相
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5
月
〉

ai koka 2013.4.15 18ai koka 2013.4.1519



ai koka 2013.4.15 20ai koka 2013.4.1521

◎一般教養講座　　　　　　◎こども公民館講座
◎親子ふれあい講座

＜各子育て支援センター事業＞　

（略字説明）

（問い合わせ先一覧）
利用時間場　所 電話 FAX

65-5511 65-5522
66-0375 －

88-8115 88-8145
86-0949

82-2799

★あかちゃんひろば ★ぴょんぴょんひろば

★キッズランド　散歩

＜家庭教育支援事業＞
こども未来課
★はじめまして親子講座
①「らっこだっこぎゅっと～赤ちゃんと遊ぼう～」

②「らっこだっこぎゅっと～赤ちゃんとストレッチ～」

日時／７日（火）　　10：30～ 11：30※
場所／市役所甲南庁舎３階和室
対象／２か月～７か月の乳児親子
定員／ 10組（要申込）

日時／ 22日（水）　　10：30～ 11：30※
場所／かえで会館
対象／４か月～10月の乳児親子
　　　※赤ちゃんの首がすわっていること
定員／ 15組（要申込）

日時／８日（水）　10：30～ 11：30※
場所／岩上体育館（水口）
対象／１歳半～未就園児の親子
定員／ 25組（要申込）
参加費／１組200円

日時／ 14日（火）　10：30～ 11：30※
場所／甲賀子育て支援センター
対象／２か月～7か月の乳幼児親子
定員／ 15組（要申込）

※いずれも受付 10:00～10：20

※申込み締め切りは５月14日（火）まで

★親子ふれあい運動広場

★ベビーマッサージ講座

☆たけのこ子育て広場『のびっこ』

日　時／22日（水）　10：00～ 12：00

場　所／たけのこ児童館
持ち物／フェイスタオル 2～3枚
定　員／10組（要申込）

『タオルでぬいぐるみ作り』

☆かえで子育て広場

『小麦粉ねんど』

☆にんくる子育て広場

『かんたんヨーヨー作り』

■乳幼児期の子どもを持つ保護者の方が、親子
の絆を深め心豊かな子どもを育てていくこと
を応援するため、市内の施設でいろいろな事
業を行っています。

■乳幼児期の子どもを持つ保護者の方が、親子
の絆を深め心豊かな子どもを育てていくこと
を応援するため、市内の施設でいろいろな事
業を行っています。

対象）０～１歳の未就園児とその保護者

対象）２歳6か月以上の未就園児とその保護者

対象）０～１歳の未就園児とその保護者

場所 時間 内容・対象・持ち物・その他日
水口

土山

甲賀

甲南

信楽

21日（火）
10日（金）
31日（金）

①  ９日（木）
②17日（金）

2日（木）

対）①７か月頃～１歳
     ②６か月頃まで

10:00
～

11:30

対象）１～２歳5か月の未就園児とその保護者
場所 時間 内容・対象・持ち物・その他日

水口

土山
甲賀

甲南

信楽

14日（火）

22日（水）
28日（火）
①14日（火）
②28日（火）
①14日（火）
②28日（火）

対）①１歳～１歳８か月頃
　　②１歳９か月～２歳５か月頃
対）①１歳～１歳８か月
　　②１歳９か月～２歳５か月

内）散歩　　他）必要な方は
ベビーカー、雨天の場合は室内あそび

内）食育
10:00
～

11:30

場所 時間 内容・対象・持ち物・その他日
水口
土山
甲賀
甲南
信楽

７日（火）
２日（木）
21日（火）
10日（金）
15日（水）

他）雨天の場合は室内あそび
10:00
～

11:30

水 口

土 山

甲 賀

甲 南

信 楽

あかちゃんルーム

出前ひろば
出前ひろば
子育て講習「離乳食について」

あかちゃんルーム
出前ひろば

おはなし会
アロマタイム
出前ひろば

出前ひろば
おはなし会
おとうさんとあそぼうひろば

あかちゃんルーム

あかちゃんルーム

子育て講習
「親子でリズム体操」

おじいちゃん・おばあちゃんと
あそぼうひろば

子育て講習「手作りおもちゃ」

おとうさんとあそぼうひろば

リフレッシュタイム
「ヨガでリフレッシュ」

子育て講習
「ボールであそぼう」

１3・20・27日（月）

20日（月）・28日（火）

９･16･23･30日（木）
14日（火）
24日（金）

28日（火）

30日（木）

10・24日（金）
30日（木）

17日（金）

25日（土）

8日（水）・24日（金）

13日（月）
16日（木）
21（火）

23日（木）

8日（水）

10日（金）
16日（木）
18日（土）

13:30 ～15:00

10:30 ～11:30

10:00～11:30
11:00～11:30
10:30～11:30

13:30～15:00

10:30～11:30
10:30～11:30

10:30～11:30

10:00～11:30

10:00～11:30

13:30～15:00

10:45～11:00
13:30～15:00
10:00～11:30

10:00～11:30

10:15～11:15

10:00～11:30
10:30～11:30
10:00～11:30

対）13日：H24年12月生、20日：H25年１月生、27日：H25年２月生

場）９日：伴谷、16日：岩上、23日：水口中央、30日：貴生川公民館
場）フイランソ土山
対）０歳～１歳までの未就園児とその保護者　他）要申込・先着15組

対）０～１歳まで
場）にんくる児童館

他）９：30 ～11：30のオープンルーム内で
他）要申込・抽選４組（未経験者優先）・託児有
場）寺庄公民館

対）３歳以上の未就園児とその保護者他）
要申込・先着20組（基本２日とも参加できる方）

対）平成25年１月～３月生まれの未就園児とその保護者
内）「お友だちになりましよう」

対）平成24年１月～６月生まれの未就園児と保護者 　 内）ペットボトルの
ポットン作り　持）2Lペットボトル　他）要申込・先着10組

対）未就園児とその父親　　内）おはなしかい
他）要申込・先着10組

対）H.24年12月生～H.25年１月生の未就園児とその保護者
持）バスタオル

対）１歳６か月～２歳６か月の未就園児とその保護者
場）甲南青少年研修センター　　持）タオル・お茶・運動しやすい服装
他）要申込・抽選15組

対）未就園児とその祖父母　　内）絵本を楽しもう

対）長野・畑・田代地区の未就園児とその保護者　　場）谷川会館
対）１歳６か月以上の未就園児とその保護者
対）未就園児とその父親　　内）ペットボトルでグリーン栽培

他）要申込・12組（抽選）　託児有　　5月2日 申込締切

事業名 時間 内容・対象・持ち物・その他日

月～土 9:00～17:00
月～金 9:00～17:00
火～土 9:00～17:00
月～金 9:00～17:00
火～土 9:00～17:00

水口子育て支援センター

土山子育て支援センター

甲賀子育て支援センター

甲南子育て支援センター

信楽子育て支援センター

【問・申 62-3338】62-0488／

【問・申 86-8119】86-3036／

【問・申 88-5055】88-4100／

【問・申 82-2463】82-8075／

86-838086-8022／

【問・申 66-0158】／

日　時／16日（木）　10：30～ 11：30

場　所／かえで会館　学習室
持ち物／直径約30センチのボウル
　　　　小麦粉200グラム、エプロン
定　員／15組（要申込）

日　時／ 17日（金）　10：30～ 11：30

場　所／にんくる児童館（相模教育集会所）
持ち物／牛乳パック
定　員／10組（要申込）

日時／９日（木）　10：30～ 11：00
場所／土山図書館
対象／０・１・２歳児とその保護者

場所／水口図書館
対象／０・１・２歳児とその保護者

★乳幼児おはなし広場（水口）

★乳幼児おはなし広場（土山）

日時／ 28日（火） 10：30～ 10：50
　　　　　　　　 11：00～ 11：20

同じ内容で
２回開催（　　  ）

※ 参加対象は市内の未就園児とその保護者です。
　 どの地域の活動にも参加していただけます。
※  講座の詳しい内容は各担当にお問い合わせください。

　各公民館では市民の皆様に一年を通じて生涯学習を
楽しんでいただくために下記の教室講座を企画いたし
ました。興味・関心があるものへ参加していただき、新た
な発見と学びの仲間づくりをぜひお楽しみください。

水口中央公民館

◎くらしとまちづくり講座　◎こども体験講座（夏・冬）
◎親子・家族のわくわく講座

甲南公民館

◎シルバー大学　　◎一般教養講座　　 ◎天体観望会
◎男の料理教室　  ◎親子ふれあい講座
◎ＫＯＫＡ楽こども公民館（2教室・2クラブ）

かふか生涯学習館

◎一般教養講座　　◎親子ふれあい講座
◎あいの土っこきらねっ人いきいき活動

土山中央公民館

◎生き生き講座　　◎家庭教育講座　　◎外国語講座
◎手話講座　　　　◎遊学舎（ものづくり夢工房）
◎ピースフルコンサート

【問合せ】青少年自然活動支援センター

信楽中央公民館

★「キャンプリーダー」募集★
主催事業において、参加者が楽しく安全に活動できるよ
う、キャンプ技術の指導や仲間づくりのサポートなどを
お手伝いいただける方(高校生以上の青少年)を募集し
ています。

※上記以外の講座情報、各講座教室の募集定員や申込方法等の詳細および公民
館で活動している自主グループの情報は各公民館までお問合せください。

※皆さまの「知りたい！」「学びたい！」「教えたい！」などのご意見・ご要望をお
待ちしています。ご気軽に各公民館・地域市民センターまでご相談ください。

心豊かで、生きがいのある
充実した人生を

心豊かで、生きがいのある
充実した人生を

心豊かで、生きがいのある
充実した人生を

問・申 86-838086-8171／

問・申 82-361682-2361／

問・申 86-495886-4363／

問・申 88-569688-5692／

※「オープンルーム」「サークル」については、各センターにお問い合わせいただくか、各「支援センターだより」をご覧ください。
※子育て相談（9：00～17：00）　子育ての不安や悩みなど、どんなことでも一人で悩まず気軽にご相談ください。 TEL、FAX、来所いずれでも結構です。

場：場所（場所の記載がないものは各支援センターで行います）
日時：開催日・時間
対：対象（年齢等の記載がないものは未就園児とその保護者です）
持： 持ち物（記載がないものは特別に準備するものはありません）
　　  ※ お茶、バスタオル、タオル、着替え、帽子、おむつ、手ふき
  　　　 などは必要に応じてお持ちください
他：申込・定員（記載がないものは申し込みは不要です）その他
内：内容

＜児童館事業＞

5
■子育て支援センターでは、いろいろな子育て
支援事業を行っています。市内在住の未就園
児とその保護者の方が対象です。どの地域の
センターでもお気軽にご利用ください。

■子育て支援センターでは、いろいろな子育て
支援事業を行っています。市内在住の未就園
児とその保護者の方が対象です。どの地域の
センターでもお気軽にご利用ください。

月月



〔外来診療体制表〕
担　当　医　師

午
　
前

午
　
後

診 療 科 受付時間 診療時間 休 診 日

土曜日
日曜日
祝　日
年末年始

土曜日
日曜日
祝　日
年末年始

　

み
な
く
ち
診
療
所
と
信
楽
中
央
病
院
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
の
増
進
と
福
祉
の
向

上
の
た
め
、
初
期
疾
患
の
診
察
を
は
じ
め
、
専
門
診
療
や
日
常
の
健
康
管
理
な
ど
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
身
近
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
地
域
密
着
型
の
医
療
機
関
と
し
て
、
地
域
医
療
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

外
来
診
療
体
制
は
次
の
と
お
り
で
す
。ご
自
身
の
健
康
や
体
調
が
気
に
な
る
方
は
、
お
気
軽

に
ご
来
院
く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
か
ら
信
楽
中
央

病
院
に
赴
任
し
ま
し
た
。こ
れ

ま
で
は
長
浜
市
立
湖
北
病
院

で
内
科
医
と
し
て
勤
務
し
、主

に
消
化
器
疾
患
を
担
当
し
て

い
ま
し
た
。赴
任
後
も
癌
の
早

期
発
見
な
ど
に
力
を
入
れ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ま

で
の
経
験
を
生
か
し
、地
域
の

皆
様
の
健
康
増
進
に
貢
献
で

き
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

信
楽
中
央
病
院

医
師  

木
田 

直
也

《
ご
あ
い
さ
つ
》

●みなくち診療所 63-172862-3346／

82-306082-0249／
〔外来診療体制表〕
●信楽中央病院

診療科・曜日
内 科
循 環 器 内 科
消 化 器 内 科
糖 尿 病 内 科
小 児 科
外 科
整 形 外 科
内 科
整 形 外 科
小児科（心臓病）

午前診：  8:30～正午
午後診：13:30～15:30

午前9時～

午後2時00分～
午後2時00分～
午後1時30分～

午前診：   9:00～
午後診：14:00～

（予）は予約制／※1：滋賀医大医師による輪番／※2：第1・3・5木曜日は田中成、第2・4木曜日は森田
※3：原則、毎月第4金曜日のみ

総合診療外来
(内科・外科・小児科 )
循 環 器 内 科
糖 尿 病 内 科
整 形 外 科

午前8時～午前11時30分

午後1時～午後3時30分
午後1時～午後3時
午後1時～午後3時

　新市建設計画は、合併前の旧5町により組織された甲賀地域合併
協議会において、合併後のまちづくりの基本的な方針として策定さ
れたものです。
　市では、この計画について、合併特例債を有効に活用するために
計画期間を平成31年まで延長するのに併せ、安全・安心の拠点とな
る庁舎整備事業を明確に位置付けるなどをするため、計画の変更
（案）を取りまとめました。
　この計画変更について、その内容を公表し、広く市民の皆さんか
らのご意見を募集します。

市内に在住・在勤・在学の方／市内に事業所、事務所を有する個人および法人、
その他団体／本市に対して納税義務がある個人および法人、その他団体

いただいたご意見の内容は、回答と合せて市ホームページで公表させていた
だきます。

内科・循環器内科・
消化器内科・糖尿病内科・
小児科・外科・整形外科・
リハビリテーション科

診 療 科 受付時間 診療時間
（受付患者終了時まで）

休 診 日

初診

再診
（予約）

総合診療外来

担　当　医　師

午
　
前

午
　
後

診療科・曜日

循 環 器 内 科
糖 尿 病 内 科
整 形 外 科

月 火 水 木 金

内　科
外　科
小児科（　　　）

月 火 水 木 金

受付時間　・　診療時間

◎意見を提出できる方

住所、氏名、電話番号（市外在住で市内勤務の方は勤務先、市内在学の方は
学校名）、意見のあるページ番号などを明記のうえ、郵送、FAX、Eメールで
提出してください。

◎意見の提出方法

◎意見の回答について（公表）

◎募集期間／

◎公表方法／市ホームページに掲載、政策推進課（水口庁舎）、旧支所の
地域市民センター（土山・甲賀大原・甲南第一・信楽）に配置

4月15日（月）～ 5月15日（水）の31日間

田中成
小澤（予）
－
山元
太田
－
浅嶌
田中成
－
－

中島
－
－
木田
倉田
松本
山元
－

倉田
中島
北川
－
－
－
－
－

北川
中島
－
木田
－
－
－
浅嶌

木田
－
北川
－
倉田
－
－
－

北川
中島
－
－
－
－
－
－

田中成
大西（予）
－
－
多賀
－
浅嶌
田中成
浅嶌
－

山元
－
－

山川（予）
※１

－
笠原
山川
－
－

田中成
木村（予）
森田
－
多賀
－
浅嶌
※2

－
－

田中成
－
－

山元（予）
中原
田中久
浅嶌
山元
浅嶌

宗村（予）※3

き　

だ

な
お

や

提出先・問い合わせ

政策推進課　政策推進係

E-mail:  koka10041000@city.koka.lg.jp
〒528-8502 水口町水口6053番地

新市建設計画変更（案）へ皆さんのご意見をお寄せください新市建設計画変更（案）へ皆さんのご意見をお寄せください

63-455465-0670／

開館時間：10:00～18:00

●催し

15
15
16
17

11
25 5月

甲賀市図書館では4月23日の子ども読
書の日を記念して、「こんな本読んだよ」
と題して絵の作品を募集します。これは
図書館5館の共同事業である「“本”でつ
ながるプロジェクト」の第3弾として実施
するもので、子どもたちに本を読むこと
の楽しさや、表現することの楽しさを伝
えることを目的としています。

本を読んで思ったこと、感じたことを自
由に絵にしてください。対象は中学生
まで、応募期間はこども読書週間に合
わせて4月23日（火）から5月12日
（日）です。集まった作品は7月から市
内の図書館で順次展示する予定です。
応募方法などの詳しいことはお近くの
図書館にお問い合わせください。

日

５
12
19
26

火

7
14
21
28

水
1
8
15
22
29

木
2
9
16
23
30

金
3
10
17
24
31

土
4
11
18
25

月

6
13
20
27

66-1067
66-1056

開館時間：10:00～18:00

●催し

日

５
12
19
26

火

7
14
21
28

水
1
8
15
22
29

木
2
9
16
23
30

金
3
10
17
24
31

土
4
11
18
25

月

6
13
20
27

63-4737
63-7400

4
18
28

土
土
火

土
土

水
水
木
金

14:00～14:30
14:00～14:30

①10:30～10:50
②11:00～11:20

14:00～14:30
14:00～14:30

長休み
昼休み

おはなし会
おはなし会
おはなし会
※乳幼児向け

おはなし会
おはなし会

鮎河小学校
山内小学校
土山小学校
大野小学校

開館時間：10:00～18:00

●催し

9
10
15
16
17

2
11

18

25

日

５
12
19
26

火

7
14
21
28

水
1
8
15
22
29

木
2
9
16
23
30

金
3
10
17
24
31

土
4
11
18
25

月

6
13
20
27

82-3921
82-0320

木
土

土

土

木
金
水
木
金

11:00～11:30
15:00～16:00
19:30～21:00
（開場19：00）

おはなし会

おはなし会

15:00～16:00 おはなし会

マリンバ&
打楽器
コンサート

多羅尾小学校
朝宮小学校
雲井小学校
信楽小学校
小原小学校

開館時間：10:00～18:00（金曜日は21:00まで）

●催し

22
23
24
28
29
30

3
11
17

19

19
24
25

日

５
12
19
26

火

7
14
21
28

水
1
8
15
22
29

木
2
9
16
23
30

金
3
10
17
24
31

土
4
11
18
25

月

6
13
20
27

86-1505
86-1504

金
土
金

日

日
金
土

水
木
金
火
水
木

13:30～15:30
11:00～11:30
13:30～15:30

11:00～11：25

14:00～15：10
14:00～14:20
14:00～14:30

昼休み
昼休み
昼休み
昼休み
昼休み
昼休み

甲南第三小学校
甲南第二小学校
甲南第一小学校
希望ヶ丘小学校
希望ヶ丘小学校
甲南中部小学校

開館時間：10:00～18:00

●催し

7
8
14
21

6

11
25

日

５
12
19
26

火

7
14
21
28

水
1
8
15
22
29

木
2
9
16
23
30

金
3
10
17
24
31

土
4
11
18
25

月

6
13
20
27

88-7005
88-7246

月

土
土

火
水
火
火

①11:00～11:30
②14:00～14:30
14:00～15:00
11:00～11:30

26

27

日

月

14:00～14:50

11:00～11:30

大原学区

油日学区
佐山学区

おはなし会

おはなし会と工作
おはなし会
日曜映画会

「あすなろ物語
／人生劇場」

大原小学校
油日小学校
佐山小学校

●移動図書館

13
14
21
22

月
火
火
水

松尾方面
貴生川方面
柏木・伴谷方面
伴谷方面

伴谷東小学校
貴生川小学校
柏木小学校
伴谷小学校

＊乳幼児向け
対面朗読 ＊事前予約要

おはなし会 ＊乳幼児向け
対面朗読 ＊事前予約要
ふるるえいがかい

「きんぎょがにげた」
ふるる日曜名画座

「エイジ」
紙芝居を楽しもう
おはなしたまてばこ

おはなし会

おはなし会
＊乳幼児向け

休館日 整理のための
閉館日

地　域

地　域

小学校

●移動図書館
●移動図書館

小学校
小学校

小学校

小学校

●移動図書館

●移動図書館

《甲賀市図書館ホームページ》http://lib.city.koka.shiga.jp/

らいぶらりんらいぶらりんらいぶらりん
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■編集・発行
甲賀市役所
　〒528-8502 甲賀市水口町水口6053番地
　☎0748－65－0650
　   0748－63－4554
甲南庁舎（甲賀市甲南町野田810番地）
　【上下水道部】
　☎0748－86－8000
　   0748－86－8032
　【教育委員会】
　☎0748－86－8002
　   0748－86－8380
市民窓口センター（甲賀市水口町水口6053番地）
　☎0748－62－1621
　   0748－63－4086
土山地域市民センター（甲賀市土山町北土山1715番地）
　☎0748－66－1101
　   0748－66－1564
甲賀大原地域市民センター（甲賀市甲賀町相模173番地1）
　☎0748－88－4101
　   0748－88－3104
甲南第一地域市民センター（甲賀市甲南町野田810番地）
　☎0748－86－4161
　   0748－86－8029
信楽地域市民センター（甲賀市信楽町長野1203番地）
　☎0748－82－1121
　   0748－82－3415
※上記4つの地域市民センターは、旧支所の地域
　市民センターで、従来の支所機能を有します。

広報 あい こうか　2013年4月15日号　
【No.188】2013.4.15発行

「広報 あい こうか」がホームページでもご覧いただけます！

この広報誌は再生紙を使用しています。

お知らせ

http://www.city.koka.lg.jp/

http://www.tiera.co.jp/

甲賀市ホームページ

『広報 あい こうか』の名称は市民憲章のそれぞれの頭文字を
並べてできる「あい こうか」から名付けています。市民憲章と
ともに皆さんに親しまれる広報紙をめざします。
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4
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日
号

【
N
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行

広
報

●今月の納税等

●甲賀市の将来像

国民健康保険税（1期）
保育料
介護保険料（1期）
水道料金・簡易水道料金

市税等の納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。
納期限は4月30日（火）です

信頼される品質のミニショベルを世界へ こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
甲
賀
市
工
業
会
に
加
盟
さ
れ
て
い
る
、

も
の
づ
く
り
企
業
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

お話を伺った小倉センタ長

株式会社日立建機ティエラ

　
当
社
は
、
日
立
建
機
グ
ル
ー
プ
の
ミ
ニ
シ
ョ

ベ
ル
生
産
の
主
力
工
場
で
す
。

　
設
計
か
ら
製
造
ま
で
を
一
貫
し
て
行
っ
て
お

り
、
月
に
約
1
2
0
0
台
の
生
産
台
数
を
誇
り

ま
す
。
現
在
で
は
、
製
品
の
8
割
近
く
を
ア
メ

リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
全
世
界
へ
輸
出

し
て
い
ま
す
。

一
台
ず
つ
お
客
様
の
用
途
に

合
わ
せ
た
製
品
を

　
皆
さ
ん
も
下
水
道
の
工
事
な
ど
で
当
社
の
製

品
を
目
に
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
ミ
ニ
シ
ョ
ベ
ル
は
狭
い
現
場
で
の
作
業
に
威

力
を
発
揮
し
ま
す
。

　
28
種
類
あ
る
シ
ョ
ベ
ル
の
基
本
型
に
お
客
様

の
用
途
に
合
わ
せ
た
性
能
を
加
え
た
り
、
一
か

ら
設
計
に
携
わ
っ
た
り
と
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

と
し
て
一
台
ず
つ
丁
寧
に
製
作
し
て
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
も
地
下
空
間
や
林
道
で
、
ま
た
草

刈
り
機
な
ど
と
し
て
も
幅
広
く
活
躍
し
て
い

ま
す
。

品
質
重
視
の
も
の
づ
く
り

　
当
社
は
、
お
客
様
に
満
足
さ
れ
、
信
頼
さ
れ

る
品
質
重
視
の
も
の
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
建
設
機
械
と
い
う
性
質
上
、
ど
の
よ
う
な

使
い
方
を
し
て
も
壊
れ
な
い
製
品
を
作
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
全
世
界
で
使

用
さ
れ
る
た
め
、
高
地
や
砂
漠
に
近
い
場
所

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
環
境
に
耐
え
る
品
質
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
当
社
の
加
工
シ
ス
テ
ム
や
技
術
の
ほ
か
、
厳

し
い
耐
久
試
験
に
よ
り
実
現
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
海
外
で
の
生
産
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま

す
。
社
会
と
価
値
観
を
共
有
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
開
発
生
産
本
部 

滋
賀
生
産
セ
ン
タ
長 

小
倉
克
己
氏
談
）

DATA

設立／昭和24年　　従業員数／650名
所在地／水口町笹が丘1番地2
　62-6431　 63-8434

製品の一例（ミニショベル）

こ
う
か

こ
う
か

も
の
づ
く
り

No.49

甲賀ポン蔵
ⓒ2008甲賀市工業会

●生活の安心感をみんなで育てる
●自然環境を大切にし、
　暮らしの豊かさにつなぐ
●安全で快適な生活の基盤を整え、
　まちの活力を高める
●地域の特性を活かし、
　元気な産業を伸ばす
●たくましい心身と郷土への
　誇りをもつ人を育てる

「人 自然 輝きつづける あい甲賀」

ま
ち
づ
く
り
の
5
つ
の
目
標

甲賀市総合計画基本構想

　広報課では、今年度に「であい・こうか
八景」をテーマにしたフォトコンテスト（プ
ロ・アマ問わず、撮影地は市内、縦版を予定）
を予定しています。
　詳細につきましては、決定次第広報紙お
よびホームページ上でお知らせしていきま
すので、よろしくお願いします。

編
集
後
記

　
広
報
紙
づ
く
り
に
携
わ
り
、

2
年
が
経
ち
ま
し
た
。
同
時

に
こ
の
欄
に
描
く
イ
ラ
ス
ト

も
24
枚
目
を
数
え
ま
す
。

　
毎
月
そ
の
月
の
心
に
残
っ

た
も
の
や
季
節
の
花
な
ど
を

描
い
て
お
り
、
見
返
す
と
色

ん
な
思
い
出
が
よ
み
が
え
っ
て

き
ま
す
。

　
き
っ
か
け
は
、
特
技
を
尋

ね
ら
れ
た
こ
と
で
し
た
。
周

囲
か
ら
は
続
け
ら
れ
る
の
か

と
い
う
声
も
あ
っ
た
の
で
す

が
、
今
の
と
こ
ろ
欠
か
さ
ず

に
描
け
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
文
章
だ
け
で

な
く
絵
で
も
思
い
を
伝
え
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

6
5
｜

0
7
0
9
／
　
6
3
｜

4
0
8
7

甲
賀
市
工
業
会
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

お
ぐ
ら
か
つ

み


	2013_0415_p01
	2013_0415_p02-03
	2013_0415_p04-05
	2013_0415_p06-07
	2013_0415_p08-09
	2013_0415_p10-11
	2013_0415_p12-13
	2013_0415_p14-15
	2013_0415_p16-17
	2013_0415_p18-19
	2013_0415_p20-21
	2013_0415_p22-23
	2013_0415_p24

